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じ
め
に

　

本
稿
は
、
平
成
十
九
・
二
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
『
物
語
絵
画
に
お
け
る
武
士
―
表
現
の
比
較
研
究
と
作
例
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
』（
課
題
番
号19520114

、
平
成
二
十
一
年
三
月
）
の
追
加
報
告
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
研
究
で
対
象
と
し
た
明
星
大
学
所
蔵
の
奈
良
絵
本
『
平
家

物
語
』
に
新
た
に
巻
一
が
出
現
し
た
た
め
で
あ
る
（
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
の
出
現
と
本
学
所
蔵
ま
で
の
あ
ら
ま
し
は
、
明
星
大
学
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
絵
本
・
絵
巻
の
世
界
」〔U

RL http://ehon-em
aki.m

eisei-u.ac.jp/

〕
の
「
平
家
物
語
絵
本
」
コ
ラ
ム
1
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

本
稿
は
、「
第
一
部　

明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
の
書
誌
と
言
語
的
特
徴
に
つ
い
て
」
と
「
第
二
部　

明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本

巻
一
の
絵
画
部
分
に
つ
い
て
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
前
者
を
柴
田
が
、
後
者
を
山
本
が
執
筆
し
た
。
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一
六
年

一　

書　

誌

　

基
本
的
な
書
誌
事
項
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
巻
二
以
降
と
同
じ
で
あ
る
。
以
下
、

科
研
報
告
と
重
複
す
る
が
、
巻
二
以
降
と
合
わ
せ
た
か
た
ち
で
再
掲
す
る
。

紙
本
著
色　

十
一
帖
（
全
十
二
帖
の
う
ち
巻
一
か
ら
巻
十
一
の
計
十
帖
、
巻
十
二

の
み
欠
く
）

大
き
さ　

竪
二
四
・
四
糎　

横
一
八
・
五
糎

外
題　
「
平
家
物
語　

第
一
」（
以
下
、
巻
十
一
ま
で
同
様
）

各
帖
の
目
録
に
は
「
平
家
物
語
巻
第
一
目
録
」
な
ど
と
「
第
」
字
を
入
れ

て
記
す
。

奥
書　

な
し

表
紙　

濃
緑
地
金
襴
緞
子
装

料
紙　

金
泥
下
絵
入
鳥
の
子
紙

装
丁　

列
帖
装

挿
絵　

十
一
帖
の
合
計
二
百
四
十
面
（
す
べ
て
見
開
き
の
大
き
さ
）

時
代　

江
戸
時
代
前
期

黒
塗
箱
入

巻 丁数（挿絵分を含む） 挿絵数

巻第一 103 17

巻第二 119 21

巻第三 108 21

巻第四 105 21

巻第五 95 18

巻第六 81 15

巻第七 101 21

巻第八 91 24

巻第九 145 39

巻第十 111 22

巻第十一 113 21

合　計 1172 240

　

新
出
の
巻
一
は
、
そ
の
大
き
さ
（
外
寸
）、
表
装
や
装
丁
、
金
泥
に
よ
る
下
絵
入

り
の
料
紙
、
本
文
字
体
、
す
べ
て
が
見
開
き
の
挿
絵
な
ど
、
巻
二
以
降
と
僚
巻
（
ツ

レ
）
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
以
下
、
原
則
と
し
て
先
の
報
告
に
な
ら
う

か
た
ち
で
記
述
し
て
ゆ
く
。

　

本
文
は
、
江
戸
時
代
に
古
活
字
本
や
絵
入
り
版
本
と
し
て
流
布
し
た
本
文
（
流
布

本
）
の
系
統
の
も
の
で
、
十
二
巻
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
巻
第
十
二
を
欠
く
の
が
残
念

第
一
部　

明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
の
書
誌
と
言
語
的
特
徴
に
つ
い
て 

柴
田
雅
生
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あ
る
い
は
巻
数
順
に
書
写
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
書
写
を
始
め
た
ば
か
り
で
あ
る
た
め

に
集
中
力
が
持
続
し
た
状
態
で
あ
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は

い
え
、
次
節
に
示
す
よ
う
に
、
転
写
時
の
不
注
意
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
誤
脱
箇
所
は

一
定
数
存
在
す
る
。

二　

本
文
に
つ
い
て
の
考
察
と
言
語
的
特
徴

　

巻
一
本
文
の
誤
脱
箇
所
に
つ
い
て
は
、
細
字
に
よ
る
傍
書
補
入
が
三
箇
所
見
ら
れ

る
も
の
の
、
大
半
の
脱
字
・
衍
字
・
誤
字
は
補
訂
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
。

　

ま
ず
、
傍
書
記
載
箇
所
は
、
以
下
の
通
り
。
傍
書
部
分
は
〈 

〉
に
入
れ
て
、
該

当
箇
所
以
外
は
適
宜
漢
字
を
当
て
、
濁
点
等
を
施
し
て
示
す
（「
／
」
は
改
行
を
示

し
、
傍
書
部
分
に
関
わ
る
注
記
は
《　

》
内
に
記
載
し
た
）。

御
さ
い
・〈
き
よ
〉《
裁
許
》
／
な
く
し
て 

（
巻
一-

八
十
五
オ
）

神
人
／
宮
司
し
ば
ら
く
ゆ
ら
へ
た
り
・〈
わ
か
〉《
若
》
大
衆
悪
僧
共
は

 

（
巻
一-

九
十
一
オ
）

天
ま
で
も
聞
こ
え
け
ん
・〈
ら
う
〉《
堅
牢
》
地
神
も
お
ど
ろ
／
き
給
ふ
ら
ん
と

ぞ 

（
巻
一-

九
十
三
ウ
）

い
ず
れ
も
補
入
を
示
す
小
さ
な
丸
印
（
右
の
例
で
は
「
・
」
に
て
示
し
て
い
る
）
を

本
文
の
間
に
書
き
入
れ
、
そ
の
右
傍
に
記
し
て
い
る
。
巻
二
以
降
に
は
単
に
右
傍
に

小
字
を
添
え
る
だ
け
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
た
だ
傍
書
補
入
箇
所
が
少
な
い
た
め
、

巻
一
末
尾
の
帖
に
偏
る
傾
向
と
と
も
に
、
明
確
な
理
由
が
あ
る
と
は
断
じ
に
く
い
。

　

脱
字
・
衍
字
・
誤
字
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

で
あ
る
が
、
巻
第
一
の
目
次
と
本
文
中
の
章
段
名
は
以
下
の
通
り
。「
付
」
な
ど
を

付
し
て
章
段
名
を
続
け
る
場
合
は
次
行
に
字
下
げ
し
て
示
す
。

目
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
文
中
の
章
段
名

祇
園
し
や
う
し
や
の
事　
　
　
　
　

祇
園
し
や
う
し
や
の
事

殿
上
の
や
み
う
ち
の
事 

殿
上
の
や
み
う
ち
の
事

す
ゝ
き
の
事 

す
ゝ
き
の
事

　

付
か
ふ
ろ 

か
ふ
ろ
事

我
身
の
栄
花
の
事 

我
身
の
ゑ
い
花
の
事

妓
王
事 
き
わ
う
事

二
代
の
き
さ
き
の
事 
二
代
の
き
さ
き
の
事

か
く
う
ち
論
の
事 

か
く
う
ち
ろ
ん
の
事

き
よ
水
ゑ
ん
し
や
う
の
事 

き
よ
水
ゑ
ん
し
や
う
の
事

て
ん
か
の
り
合
の
事 

て
ん
か
の
の
り
あ
ひ

し
ゝ
の
谷
の
事 

し
ゝ
の
た
に
の
事

う
川
か
つ
せ
ん
の
事 

宇
川
か
つ
せ
ん
の
事

く
は
ん
た
て
の
事 

く
は
ん
た
て
の
事

み
こ
し
ふ
り
の
事 

御
こ
し
ふ
り
の
事

た
い
り
ゑ
ん
し
や
う
の
事 

た
い
り
炎
上
の
事

表
記
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
章
段
名
は
巻
一
を
通
し
て
同
一
と
言
っ
て
よ
い
。
明
暦

二
年
版
本
等
の
流
布
本
系
統
と
ほ
ぼ
同
じ
と
見
な
せ
る
本
文
も
、
巻
一
に
お
い
て
は

明
暦
二
年
版
本
と
の
間
に
大
き
な
異
同
は
見
ら
れ
ず
、
巻
二
以
降
に
一
行
を
超
え
る

脱
落
箇
所
（
巻
五
に
二
例
、
巻
三
・
七
・
八
に
各
一
例
あ
り
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
と

好
対
照
を
な
し
て
い
る
。
本
絵
本
製
作
の
順
序
は
不
明
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
が
、
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⒄
坊
舎
一
宇
も
残
さ
ず
や
き
は
ら
ふ
。

 

（
巻
一-

七
十
七
ウ
、「
ず
」
の
下
「
み
な
」
脱
か
）

⒅
御
さ
い
き
も
な
か
り
け
れ
ば

 

（
巻
一-

七
十
九
オ
、「
き
」
の
下
「
よ
」
脱
、《
裁
許
》）

⒆
江
帥
匡
房
の
卿
の
申
さ
れ
し
山
門
の
大
衆

 

（
巻
一-

八
十
一
オ
、「
し
」
の
下
「
や
う
に
」
脱
）

⒇
人
奇
特
の
思
る
ひ
を
な
し
て
（
巻
一-

八
十
四
オ
、「
る
」
衍
）

21
お
ぢ
《
伯
父
》
の
り
盛
《
教
盛
》・
経
盛
な
ど
は

 

（
巻
一-

八
十
九
ウ
、「
お
ぢ
」
の
下
「
頼
盛
」
脱
）

22
三
塔
一
の
せ
ん
さ
し
や
《
僉
議
者
》
と
聞
え
し

 

（
巻
一-

九
十
一
オ
、「
ぎ
」
の
誤
）

23
先
陣
よ
り
後
陣
ま
で
も
つ
と
も
〳
〵
と
ぞ
同
じ
け
る
。

 

（
巻
一-

九
十
二
オ
、「
で
」
の
下
「
み
な
」
脱
か
）

24
な
を
し
矢
お
ふ
て
供
奉
せ
ら
る
。

 

（
巻
一-

九
十
六
ウ
、「
し
」
の
下
「
に
」
脱
）

25
一
筆
書
ひ
て
大
衆
の
中
へ
を
く
ら
る
ゝ
。

 

（
巻
一-

九
十
七
ウ
、「
ゝ
」
衍
か
）

26
尾
張
の
井
戸
田
へ
流
さ
る
ゝ
。（
巻
一-

九
十
八
ウ
、「
ゝ
」
衍
か
）

⑸
や
21
の
よ
う
に
内
容
に
関
す
る
脱
落
箇
所
が
あ
る
一
方
、
⑵
（
仮
名
「
る
」
と

「
か
」）
や
⑶
（「
訴
」
と
「
祈
」）
の
よ
う
に
字
形
が
類
似
し
た
も
の
も
見
え
る
。
⑽

は
「
甪
」
字
を
「
角
」
と
見
誤
っ
た
た
め
か
。
⑹
も
、「
信
」
字
の
旁
の
部
分
の
草

体
を
見
誤
っ
た
と
す
れ
ば
、
同
類
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
⑿
は
「
う
」
の
単

純
な
誤
写
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、「
こ
し
（
輿
）」
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。

⑴
お
ご
れ
る
者
久
し
／
か
ら
ず
。

 

（
巻
一-

二
オ
、「
者
」
の
下
「
も
」
脱
か
）

⑵
つ
か
袋
つ
け
た
る
太
刀
わ
き
／
は
さ
み
て 

（
巻
一-

四
ウ
、「
る
」
の
誤
）

⑶
諸
卿
／
一
同
に
祈
申
さ
れ
け
れ
ば
（
巻
一-

九
オ
、「
訴
」
字
の
誤
）

⑷
平
家
の
御
事
あ
し
ざ
ま
申
者
あ
れ
／
ば

 

（
巻
一-

十
七
オ
、「
ま
」
の
下
「
に
」
脱
）

⑸
文
徳
天
皇
／
の
御
時
は
左
ふ
さ
右
大
臣
の
左
大
将

 

（
巻
一-

十
八
ウ
、「
左
」
の
下
「
に
よ
し
」
脱
）

⑹
九
条
殿
／
貞
仁
公
の
御
子
也
。（
巻
一-

十
八
ウ
、「
信
」
字
の
誤
）

⑺
又
け
ん
く
ん
《
教
訓
》
し
／
け
る
は 
（
巻
一-

三
十
オ
、「
う
」
の
誤
か
）

⑻
仏
御
前
ぞ
出
き
る
。（
巻
一-

三
十
七
ウ
、「
き
」
の
下
「
た
」
脱
）

⑼
今
に
は
づ
／
は
つ
か
し
う
か
た
は
ら
い
た
く
こ
そ
候
へ
。

 

（
巻
一-
三
十
八
オ
、「
は
つ
」
衍
）

⑽
か
く
り
《
甪
里
》
先
生
（
巻
一-

四
十
六
ウ
、「
ろ
」
の
誤
）

⑾
西
へ
／
入
御
な
る
に
（
巻
一-

五
十
九
ウ
、「
御
出
」
の
誤
）

⑿
御
こ
し
の
鞅
／
き
り
は
な
ち
（
巻
一-

六
十
二
ウ
、「
う
」
の
誤
か
）

⒀
還
御
の
ぎ
し
き
《
儀
式
》
あ
さ
ま
し
さ

 

（
巻
一-

六
十
三
オ
、「
き
」
の
下
「
に
」
の
誤
）

⒁
さ
ま
〴
〵
い
の
り
を
始
め
ら
る
。

 

（
巻
一-

六
十
六
オ
、「
〴
〵
」
の
下
「
に
」
脱
）

⒂
鹿
の
谷
と
云
所
は
う
し
ろ
三
井
寺
に
つ
ゞ
い
て

 

（
巻
一-

七
十
一
オ
、「
ろ
」
の
下
「
は
」
脱
）

⒃
か
へ
す
〴
〵
／
お
そ
ろ
し
か
り
し
事
共
な
り
。

 

（
巻
一-

七
十
二
オ
、「
〴
〵
」
の
下
「
も
」
脱
か
）
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転
語
・
略
音
語
・
約
音
語
・
音
便
形
の
四
種
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（『
流
布
本
平
家

物
語
語
法
考
』（
昭
和
五
十
三
年
一
月
、
笠
間
書
院
）
の
「
第
六
編　

俗
語
」
の
項
）

が
、
そ
れ
ら
は
そ
の
ま
ま
明
星
大
学
本
の
巻
一
に
も
見
ら
れ
る
。

一
条
の
大
路
よ
り
南
へ
お
つ
こ
し
て
け
り
。（
巻
一-

六
十
八
オ
）

は
る
〴
〵
と
の
ぼ
つ
た
り
け
る
童
御
子
（
巻
一-

八
十
三
ウ
）

上
卿
を
取
て
ひ
つ
ぱ
り
、
し
や
か
ぶ
り
《
し
ゃ
冠
》
打
お
と
し

（
巻
一-

九
十
七
ウ
）

右
の
ほ
か
に
も
音
便
形
（
と
り
わ
け
促
音
便
形
）
は
多
数
見
え
、
第
三
例
の
「
し

ゃ
」
を
は
じ
め
と
す
る
俗
語
的
要
素
が
散
見
す
る
こ
と
も
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

そ
の
中
で
や
や
目
立
つ
の
が
、
連
体
形
終
止
と
も
捉
え
ら
れ
る
二
例
の
25
26
で
あ

る
。
流
布
本
系
の
本
文
で
は
「
送
ら
る
」「
流
さ
る
」
と
あ
る
部
分
が
、
文
末
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
連
体
形
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
衍
字
の
可
能
性
は
否
定
し

が
た
い
が
、
新
た
な
終
止
形
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
旧
来
の
連
体
形
が
用
い
ら

れ
た
と
想
定
す
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
無
理
な
話
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

明
暦
版
本
と
は
異
な
る
も
の
の
、
独
自
本
文
と
ま
で
は
言
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る

箇
所
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

27
恩
賞
是
を
も
か
る
べ
し
と
ぞ
。

 
（
巻
一-

十
三
オ
、
流
布
本
諸
本
「
と
て
」）

28
始
は
水
干
に
立
烏
帽
子
白
鞘
巻
を
指
い
て

 

（
巻
一-

二
十
三
オ
、
流
布
本
諸
本
「
昔
」
字
）

29
又
出
立
け
る
心
の
中
こ
そ 

（
巻
一-

三
十
一
オ
、
流
布
本
諸
本
「
立
出
」）

30
入
道
相
国
の
ち
ゃ
う
／
な
ん
《
長
男
》
小
松
殿

 

（
巻
一-

六
十
八
オ
、
流
布
本
諸
本
「
嫡
男
」）

31
関
白
殿
の
御
格
子
を
あ
け
ゝ
る
に
（
巻
一-

八
十
二
ウ
、「
け
」
の
下
「
ら
」

脱
か
、
明
暦
版
本
以
外
の
流
布
本
に
「
あ
け
け
る
」
と
す
る
も
の
あ
り
）

32
た
だ
今
山
よ
り
取
り
て
き
た
り
た
る
や
う
に

 

（
巻
一-

八
十
二
ウ
、「
り
た
」
衍
か
）

33
泣
く
〳
〵
本
山
へ
ぞ
か
へ
り
け
る
。

 

（
巻
一-

九
十
四
オ
、
明
暦
版
本
「
か
へ
り
の
ぼ
り
」）

28
と
30
は
語
義
が
異
な
る
が
、
文
脈
上
は
さ
ほ
ど
変
わ
り
な
い
と
判
断
で
き
る
。
他

も
文
意
を
大
き
く
変
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
流
布
本
系
統
に
見
ら
れ
る
言
語
的
特
徴
と
し
て
、
岩
井
良
雄
氏
は
音
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郭
は
細
い
墨
線
で
描
き
、
そ
の
内
側
に
は
淡
く
青
灰
色
を
刷
き
、
中
心
部
に
は
金
砂

子
を
密
に
蒔
く
。
内
裏
等
の
描
写
は
有
職
故
実
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
正
確
な
も
の
で

は
な
く
、
床
全
体
に
畳
を
敷
き
詰
め
た
表
現
は
、
住
吉
派
な
ど
近
世
初
期
の
大
和
絵

の
「
同
時
代
の
要
素
と
復
古
的
な
要
素
が
複
合
的
に
選
択
さ
れ
た
」
も
）
3
（
の
と
な
っ
て

い
る
。
彩
色
に
は
緑
青
や
群
青
の
よ
う
な
高
価
な
絵
具
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
べ
た

塗
り
で
は
な
く
あ
っ
さ
り
と
刷
か
れ
、
鮮
や
か
な
朱
色
の
他
に
、
桃
色
や
く
す
ん
だ

水
色
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
目
に
つ
く
。
こ
れ
ら
の
特
徴
も
明
星
大
学
所
蔵
本
と

共
通
し
、
本
来
は
一
具
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
根
拠
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

挿
絵
本
に
は
最
初
の
巻
に
の
み
多
く
挿
絵
が
入
れ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
明
星

本
の
他
の
巻
と
比
較
す
る
と
、
巻
一
の
挿
絵
の
一
七
図
は
む
し
ろ
少
な
い
方
で
、
巻

二
・
三
・
四
・
七
・
十
一
は
二
一
図
、
巻
九
に
至
っ
て
は
三
九
図
あ
り
、
巻
一
よ
り

少
な
い
の
は
巻
六
の
一
五
図
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
巻
一
の
「
我
身
栄
華
」
は
華
や

か
な
見
所
と
し
て
、
例
え
ば
林
原
美
術
館
蔵
の
『
平
家
物
語
絵
巻
』（
註
4
参
照
）

な
ど
で
は
長
大
な
画
面
に
、
他
よ
り
も
細
や
か
な
彩
色
で
平
家
一
門
と
女
性
達
が
描

か
れ
て
い
る
が
、
明
星
本
巻
一
で
は
他
と
同
じ
く
見
開
き
の
二
頁
で
、
男
性
の
束
帯

も
女
房
装
束
も
詳
細
に
文
様
は
描
か
れ
る
も
の
の
、
他
の
場
面
と
手
の
掛
け
方
に
差

異
は
見
出
さ
れ
な
い
。
明
星
本
が
充
分
な
時
間
と
金
銭
的
余
裕
の
下
に
注
文
を
受
け

た
作
品
で
、
全
二
百
数
十
面
の
挿
絵
が
、
計
画
的
に
淡
々
と
描
か
れ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

ち
な
み
に
明
星
本
本
文
の
下
絵
は
、
淡
い
鳥
の
子
色
の
紙
に
金
泥
の
ぼ
か
し
で
幾

筋
も
霞
を
棚
引
か
せ
、
冒
頭
の
頁
に
は
金
泥
で
大
降
り
の
梅
樹
と
松
樹
を
か
ら
め
足

一　

明
星
大
学
所
蔵
本
（
巻
二
〜
巻
十
一
）
と
の
比
較

　

新
出
の
『『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
は
挿
絵
が
十
七
面
、
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
明
星
大
学
所
蔵
）
1
（
本
（
巻
二
〜
巻
十
一
）
と
同
じ
く
見
開
き
の
二
頁
を
一
図

に
用
い
、
手
描
き
の
大
和
絵
で
金
や
上
等
な
絵
具
に
よ
り
丁
寧
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
。

　

人
物
は
四
頭
身
ほ
ど
と
頭
が
大
き
く
丸
顔
で
あ
る
。
貴
族
や
女
房
た
ち
は
繊
細
な

筆
で
や
や
細
め
の
上
品
な
引
目
鉤
鼻
に
表
さ
れ
る
が
、
目
に
は
下
瞼
の
線
と
瞳
が
入

れ
ら
れ
、
目
と
眉
の
間
に
は
時
に
眼
窩
の
線
が
薄
く
入
り
、
頰
な
ど
に
は
淡
橙
色
の

隈
が
う
っ
す
ら
と
刷
か
れ
る
（
図
1
）。
庶
民
や
鎧
武
者
や
僧
兵
で
は
や
や
鼻
を
大

き
く
、
口
回
り
を
薄
墨
で
ぼ
か
し
て
髭
面
に
と
描
き
分
け
を
し
て
い
る
も
の
の
、

「
額
打
論
」
の
場
面
の
荒
ぶ
る
僧
兵
で
も
赤
い
小
さ
な
点
の
お
ち
ょ
ぼ
口
に
表
さ
れ
、

忿
怒
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
顔
立
ち
や
、
武
者
ま
で
も
控
え
目
に
上
品
に

描
い
て
し
ま
う
こ
と
は
、
明
星
大
学
所
蔵
本
の
挿
絵
の
人
物
表
現
と
も
一
致
す
）
2
（

る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
衣
服
の
文
様
も
時
に
は
金
泥
も
交
え
て
細
か
く
書
き
込
ま
れ
、
特
に
黒

の
束
帯
の
上
に
は
膠
の
強
い
艶
墨
で
地
紋
が
重
ね
描
か
れ
て
い
る
。
鎧
兜
も
丁
寧
に

描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
公
家
装
束
の
方
に
手
慣
れ
て
い
る
感
が
強
い
。

　

背
後
の
地
の
部
分
に
は
う
っ
す
ら
と
金
泥
を
刷
き
、
土
坡
に
緑
青
を
施
し
、
海
は

細
い
墨
線
を
ゆ
る
く
不
規
則
に
波
打
た
せ
て
重
ね
、
上
か
ら
群
青
の
絵
具
を
控
え
め

に
刷
く
。
建
物
部
分
は
定
規
を
用
い
て
界
線
を
き
っ
か
り
と
描
き
、
障
子
に
は
わ
ず

か
に
山
水
や
草
花
を
水
墨
や
淡
彩
で
描
く
。
絵
の
上
下
に
霞
を
棚
引
か
せ
、
霞
の
輪

第
二
部　

明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
の
絵
画
部
分
に
つ
い
て 

山
本
陽
子



図 1　明星本『平家物語』絵本「鱸」清盛部分
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新
出
の
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
つ
い
て　
　
　

山
本
陽
子

二
場
面
が
充
て
ら
れ
て
い
る

（
章
末
の
明
暦
版
本
・
明
星
本

挿
絵
比
較
一
覧
図
版
参
照
）。

　

物
語
か
ら
ど
の
よ
う
な
場
面

が
選
択
さ
れ
た
か
を
、
江
戸
時

代
前
期
と
さ
れ
る
挿
絵
入
り

『
平
家
物
語
』
で
あ
る
林
原
美

術
館
蔵
の
絵
）
4
（

巻
（
林
原
本
）・

明
暦
二
年
の
版
）
5
（

本
（
明
暦
版

本
）・
真
田
宝
物
館
蔵
の
絵
）
6
（

本

（
真
田
本
）、
お
よ
び
新
た
に
根

津
美
術
館
蔵
の
扇
面
貼
込
の

画
）
7
（

帖
（
根
津
本
）
を
加
え
て
比

較
し
た
も
の
が
、
文
末
に
付
し

た
【『
平
家
物
語
』 

絵
本
・
絵
巻
の
場
面
対
照
表
】
で
あ
る
。

　

こ
の
巻
一
部
分
に
お
い
て
、
明
星
本
の
み
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
箇
所
は
な
く
、
絵

画
化
し
や
す
い
場
面
が
順
当
に
選
ば
れ
た
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
明
星
本
巻
一
の
場

面
選
択
が
特
定
の
挿
絵
本
と
一
致
す
る
こ
と
は
な
く
、
選
択
に
相
互
の
直
接
的
な
影

響
が
う
か
が
わ
れ
な
い
こ
と
も
、
二
巻
以
下
と
同
様
で
あ
る
。

　

次
い
で
各
主
題
の
構
図
と
、
ど
の
よ
う
な
瞬
間
が
絵
画
化
さ
れ
た
か
を
、
他
本
と

共
通
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
殿
上
闇
討
」「
鱸
」「
我
身
栄
華
」「
祇
王
」「
二
代

后
」「
額
打
論
」「
殿
下
乗
合
」「
御
輿
振
」
で
、
比
較
し
た
い
。

　

明
星
本
「
殿
上
闇
討
」
の
一
場
面
目
（
図
Ａ　

以
下
、
章
末
の
明
暦
版
本
・
明
星

本
挿
絵
比
較
一
覧
図
版
参
照
）
は
、
抜
身
の
刀
を
持
っ
て
縁
先
に
立
つ
平
忠
盛
と
、

庭
先
に
控
え
て
誰
何
さ
れ
る
忠
盛
の
郎
党
を
一
図
に
描
く
。
明
暦
版
本
（
図ａ
）
と

真
田
本
は
庭
先
の
郎
党
の
み
で
、
抜
刀
の
箇
所
は
な
い
。
林
原
本
で
は
一
図
に
複
数

場
面
が
描
か
れ
た
中
で
、
抜
身
の
刀
を
持
つ
忠
盛
と
庭
先
に
控
え
る
郎
党
を
同
時
に

描
く
が
、
屋
内
に
坐
し
た
ま
ま
で
、
明
星
本
と
は
異
な
る
。
明
星
本
二
場
面
目
（
図

Ｂ
）
の
忠
盛
が
預
け
た
竹
の
刀
を
前
に
鳥
羽
上
皇
に
釈
明
す
る
箇
所
は
、
林
原
本
・

真
田
本
・
根
津
本
に
あ
る
が
、
御
簾
の
奥
の
天
皇
を
正
面
と
す
る
構
図
が
共
通
す
る

の
は
林
原
本
の
み
で
、
そ
の
林
原
本
で
は
他
者
が
刀
を
手
に
と
っ
て
検
め
る
場
面
で
、

明
星
本
と
図
様
は
一
致
し
な
い
。
ち
な
み
に
林
原
本
で
は
忠
盛
の
み
武
者
や
郎
党
の

よ
う
な
肌
色
に
描
か
れ
る
が
、
明
星
本
で
は
他
の
貴
族
と
同
じ
く
忠
盛
の
顔
も
白
塗

り
に
表
さ
れ
て
い
る
。

　
「
鱸
」
は
熊
野
詣
の
清
盛
一
行
が
船
に
飛
び
込
ん
だ
鱸
を
吉
兆
と
し
て
料
理
す
る

場
面
で
、
明
星
本
（（
図
Ｃ
）
は
左
上
に
緑
青
で
山
並
が
表
さ
れ
、
左
向
き
に
一
隻

の
屋
形
船
の
三
分
の
二
程
が
描
か
れ
、
清
盛
と
俎
上
の
鱸
は
向
か
い
合
う
よ
う
に
配

置
さ
れ
る
。
真
田
本
の
一
行
は
三
隻
の
船
、
そ
れ
以
外
は
一
隻
で
あ
る
が
根
津
本
の

船
は
右
向
き
、
林
原
本
で
は
清
盛
と
俎

ま
な
い
たの

位
置
が
左
右
逆
で
あ
る
。
明
歴
版
本
（
図

元
に
笹
を
あ
し
ら
っ
た
図
様
を
描
き
、
次
頁
で
は
遠
山
に
藤
と
若
松
の
景
色
を
、
次

い
で
目
録
の
一
頁
目
に
大
振
り
の
柳
樹
に
椿
樹
を
、
次
頁
に
は
一
面
に
鉄
線
花
の
棚

を
表
し
て
物
語
の
始
ま
り
を
印
象
づ
け
る
が
、
以
後
の
頁
で
は
霞
の
間
に
や
や
小
さ

め
の
遠
山
や
草
花
な
ど
を
金
泥
で
配
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
冒
頭
部
分
の
描
き
分

け
と
下
絵
の
表
現
も
、
明
星
大
学
所
蔵
本
巻
二
〜
巻
十
一
と
共
通
す
る
。

二　

各
場
面
の
検
討
及
び
『
平
家
物
語
』
諸
挿
絵
本
と
の
比
較

　

新
出
の
明
星
本
巻
一
（
以
下
、
明
星
本
と
略
称
）
の
挿
絵
の
主
題
は
、「
鱸す

ず
き」「

我

身
栄
華
」「
二
代
后
」「
額
打
論
」「
清
水
炎
上
」「
殿
下
乗
合
」「
鵜
川
合
戦
」「
願

立
」「
内
裏
炎
上
」
が
各
一
画
面
、「
殿
上
闇
討
」「
祇
王
」「
鹿
谷
」「
御
輿
振
」
に
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根
津
本
に
こ
の
場
面
は
な
く
、
林
原
本
で
は
三
人
が
門
で
尼
姿
の
仏
御
前
を
出
迎
え

る
場
面
で
あ
る
。

　
「
二
代
后
」
に
お
け
る
挿
絵
の
選
択
箇
所
は
少
し
ず
つ
異
な
り
、
明
星
本
（
図
Ｇ
）

は
二
条
天
皇
の
迎
え
の
牛
車
を
左
下
に
、
故
近
衛
天
皇
の
后
を
父
の
右
大
臣
が
説
得

す
る
箇
所
を
描
く
。
真
田
本
も
ほ
ぼ
同
様
だ
が
右
大
臣
は
立
姿
に
表
さ
れ
、
明
暦
版

本
（
図ｇ
）
は
后
が
牛
車
へ
と
立
ち
上
が
っ
た
時
点
、
根
津
本
は
二
条
天
皇
と
后
が

酒
を
前
に
し
た
場
面
を
描
く
。
林
原
本
で
は
五
場
面
に
及
び
、
后
が
艶
書
を
受
け
取

る
場
面
、
天
皇
の
宣
旨
、
大
臣
の
説
得
、
歌
を
書
く
后
、
車
に
乗
り
込
む
后
、
天
皇

と
の
対
面
を
描
く
が
、
い
ず
れ
の
図
様
も
他
本
と
は
一
致
し
な
い
。

　
「
額
打
論
」
で
、
二
人
の
荒
法
師
が
延
暦
寺
の
額
を
壊
す
姿
は
ど
れ
も
一
致
し
な

い
が
、
い
ず
れ
も
歌
舞
伎
の
見
得
の
よ
う
に
定
型
化
し
て
い
る
。
差
異
は
群
衆
の
数

と
配
置
と
そ
の
反
応
に
あ
り
、
真
田
本
は
上
下
に
三
十
余
名
の
僧
侶
の
驚
く
姿
を
、

林
原
本
は
四
方
に
百
五
十
人
程
の
驚
く
僧
侶
達
と
、
様
々
な
姿
勢
の
警
護
の
武
士
二

十
四
名
を
描
き
、
根
津
本
で
は
右
下
に
僧
兵
の
一
団
の
み
を
表
す
。
明
暦
版
本
（
図

ｈ
）
で
は
四
方
の
僧
侶
は
十
六
人
で
、
警
護
の
四
名
の
武
士
と
左
方
の
僧
侶
は
逃
げ

腰
で
あ
り
、
明
星
本
（
図
Ｈ
）
は
左
右
に
九
名
の
僧
侶
と
三
名
の
武
士
を
描
き
、
武

士
と
左
方
の
僧
侶
達
は
逃
げ
、
右
方
の
僧
侶
達
は
見
守
っ
て
い
る
。

　
「
殿
下
乗
合
」
は
い
ず
れ
も
資
盛
が
関
白
の
部
下
に
引
き
落
と
さ
れ
る
寸
前
の
場

面
で
、
明
星
本
（
図
Ｊ
）
は
立
ち
並
ぶ
町
屋
の
前
で
関
白
の
牛
車
を
右
に
、
馬
上
の

資
盛
を
左
に
描
く
。
明
暦
版
）
9
（
本
（
図
ｊ
）
の
構
図
も
同
様
だ
が
、
背
後
は
山
と
木
立

で
あ
る
。
真
田
本
は
川
と
木
立
の
前
に
擦
れ
違
っ
た
関
白
の
牛
車
を
左
に
、
馬
上
の

資
盛
を
右
に
す
る
。
林
原
本
と
根
津
本
は
右
の
資
盛
を
駕
籠
の
中
に
描
き
、
左
に
関

白
の
牛
車
、
林
原
本
の
背
景
は
土
塀
、
根
津
本
の
背
景
は
な
い
。

　

明
星
本
「
御
輿
振
」
の
二
図
目
（
図
Ｐ
）
は
、
右
に
一
基
の
神
輿
を
捨
て
て
逃
げ

る
九
人
の
僧
兵
を
、
左
に
待
賢
門
を
背
に
矢
を
つ
が
え
る
鎧
姿
の
重
盛
勢
を
十
人
程

ｃ
）
の
山
並
と
船
の
向
き
や
清
盛
と
俎
の
位
置
関
係
は
明
星
本
の
構
図
と
近
い
が
、

一
行
の
人
数
や
船
尾
ま
で
描
く
か
否
か
な
ど
の
細
部
は
異
な
る
。

　
「
我
身
栄
華
」
の
明
星
本
（
図
Ｄ
）
は
、
一
段
高
い
場
所
に
僧
形
の
清
盛
、
そ
の

前
に
一
門
の
男
達
が
酒
を
酌
み
交
し
、
壁
を
隔
て
た
左
に
女
達
を
描
く
。
こ
の
場
面

は
ど
の
挿
絵
で
も
見
せ
場
と
な
っ
て
い
る
が
同
一
構
図
の
も
の
は
な
く
、
明
歴
版
本

（
図
ｄ
）
で
は
僧
形
の
清
盛
の
姿
が
な
く
、
根
津
本
で
は
女
達
が
一
切
描
か
れ
な
い
。

　
「
祇
王
」
の
明
星
本
一
場
面
目
（
図
Ｅ
）
は
、
清
盛
と
女
が
並
ぶ
前
で
舞
う
烏
帽

子
姿
の
女
で
、
祇
王
に
取
り
な
さ
れ
て
清
盛
の
前
で
舞
う
仏
御
前
の
場
面
か
、
清
盛

の
寵
を
受
け
た
仏
御
前
の
前
に
呼
び
出
さ
れ
た
祇
王
の
場
面
か
の
判
断
が
難
し
い
。

四
場
面
に
亙
っ
て
描
く
真
田
本
で
、
舞
う
仏
御
前
の
み
が
烏
帽
子
姿
で
描
か
れ
て
い

る
こ
と
と
、
本
文
中
で
仏
御
前
は
「（
鼓
）
打
た
せ
て
一
番
舞
た
り
け
り
」
と
書
か

れ
、
鼓
を
持
つ
男
達
が
描
か
れ
る
こ
と
に
対
応
す
る
一
方
、
祇
王
は
泣
く
泣
く
「
今

様
一
つ
ぞ
歌
う
た
る
」
と
あ
る
の
み
で
舞
う
場
面
は
な
い
の
で
、
明
星
本
の
挿
絵
挿

入
場
面
は
祇
王
の
歌
の
後
で
は
あ
る
が
、
仏
御
前
が
舞
う
場
面
で
清
盛
の
隣
が
祇
王

と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
明
星
本
の
右
の
上
座
に
清
盛
と
祇
王
、
中
央
に
舞
う
仏
御

前
、
左
に
鼓
の
男
達
が
描
か
れ
る
構
図
は
、
林
原
本
・
明
暦
版
本
（
図ｅ
）
と
近
い

が
、
林
原
本
の
仏
御
前
は
烏
帽
子
を
着
け
ぬ
後
ろ
姿
、
明
暦
版
本
は
仏
御
前
の
姿
が

明
星
本
と
近
い
も
の
の
舞
う
場
所
は
座
敷
で
な
く
屋
外
の
板
敷
で
、
い
ず
れ
も
一
致

は
し
な
い
。
真
田
本
は
清
盛
達
と
仏
御
前
の
位
置
が
違
い
、
根
津
本
の
選
択
箇
所
は

祇
王
が
歌
を
書
き
残
し
て
清
盛
邸
を
出
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

明
星
本
「
祇
王
」
の
二
場
面
目
（
図
Ｆ
）
は
、
妓
王
親
子
の
庵
を
仏
御
前
が
訪
れ

る
場
面
で
あ
る
。
左
の
庵
に
仏
を
拝
す
尼
姿
の
三
人
の
う
ち
右
端
の
一
人
が
振
り
返

り
、
視
線
の
先
の
門
外
に
立
つ
仏
御
前
を
描
く
。
こ
の
構
図
は
明
暦
版
）
8
（

本
（
図

ｆ
）・
真
田
本
と
共
通
す
る
。
た
だ
し
左
端
の
尼
が
手
に
持
つ
仏
具
、
門
の
屋
根
の

有
無
、
仏
御
前
が
笠
を
被
る
か
や
振
り
返
る
姿
か
な
ど
、
細
部
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
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共
同
研
究
報
告　

新
出
の
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
つ
い
て　
　
　

山
本
陽
子

よ
う
な
存
在
と
し
て
流
布
し
て
い
た
可
能
性
」
を
想
定
す
る
。

　

な
ら
ば
「
祇
王
」
ほ
か
七
件
の
近
似
し
た
構
図
を
持
つ
明
星
本
も
、
明
暦
版
本
を

典
拠
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
ら
か
に
版
本
を
典
拠
と
し
て
作
成
さ
れ
た
絵
入

り
本
の
例
と
し
て
は
、
明
星
大
学
所
蔵
の
絵
本
『
徒
然
草
』
が
あ
）
11
（
る
。
こ
の
挿
絵
は

一
図
を
除
い
た
全
て
が
、『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
で
あ
る
版
本
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の

挿
絵
か
ら
選
ば
れ
、
そ
の
構
図
に
基
づ
い
て
、
登
場
人
物
を
減
ら
し
て
白は

く

描び
よ
うに
金
泥

で
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
）
12
（
る
。
し
か
し
『
徒
然
草
』
挿
絵
の
版
本
挿
絵
へ
の
親
近
性
と

比
較
す
る
と
、
明
星
本
『
平
家
物
語
』
挿
絵
と
明
暦
版
本
で
は
、
こ
の
場
面
に
限
っ

て
も
、
仏
御
前
の
笠
の
有
無
や
振
り
返
る
か
否
か
、
三
人
の
尼
の
位
置
や
姿
勢
、
手

に
す
る
仏
具
な
ど
個
々
の
細
部
に
は
相
違
が
見
ら
れ
、
親
近
性
は
薄
い
。

　

ま
た
滝
澤
貞
夫
は
真
田
本
に
お
い
て
「
祇
王
」
な
ど
複
数
の
構
図
が
明
暦
版
本
と

近
似
す
る
現
象
に
つ
い
て
、
挿
絵
へ
の
選
択
箇
所
が
必
ず
し
も
同
一
で
な
い
こ
と
、

た
と
え
同
じ
箇
所
を
選
択
し
た
場
合
で
も
明
暦
版
本
と
共
通
性
の
あ
る
構
図
は
半
分

程
度
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
、
真
田
本
の
絵
と
明
暦
版
本
と
の
影
響
関
係
は
な

い
と
見
）
13
（
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
明
星
本
と
明
暦
版
本
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
場

面
の
選
択
箇
所
が
一
致
し
な
い
こ
と
、
両
者
で
同
じ
箇
所
が
選
ば
れ
て
い
る
場
合
も

「
殿
上
闇
討
」「
我
身
栄
華
」「
二
代
后
」「
額
打
論
」「
鹿
谷
」「
内
裏
炎
上
」
で
は
違

う
場
面
や
構
図
が
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
明
暦
版
本
が
明
星
本
の
直

接
の
典
拠
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

そ
れ
で
は
明
暦
版
本
と
明
星
本
の
一
部
の
構
図
が
近
似
す
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う

に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
滝
澤
は
明
暦
版
本
と
真
田
本
と
の
近
似
に
つ
い
て
、

『
平
家
物
語
』
の
「
同
じ
場
面
を
描
い
て
い
る
」
ゆ
え
と
、「
幾
つ
か
の
「
平
家
物
語

絵
巻
」
に
も
描
か
れ
、
構
図
が
あ
る
程
度
定
ま
っ
て
い
る
場
合
が
有
っ
た
」
た
め
と

考
え
る
。
そ
こ
で
先
行
作
品
と
し
て
ま
ず
候
補
に
挙
げ
た
い
の
が
、
宮
廷
絵
師
の
土

佐
派
に
よ
る
室
町
時
代
の
白
描
「
平
家
物
語
絵
巻
」
の
断
簡
で
あ
る
。
静
嘉
堂
美
術

描
く
。
明
暦
版
本
（
図ｐ
）
も
構
図
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
僧
兵
の
数
は
多
く
、
放
た
れ

た
矢
や
矢
に
当
た
っ
て
倒
れ
る
僧
兵
も
描
く
。
真
田
本
の
構
図
は
右
手
前
に
神
輿
と

僧
兵
、
左
上
に
重
盛
軍
を
対
峙
さ
せ
る
。
林
原
本
と
根
津
本
は
三
基
の
神
輿
が
描
か

れ
、
林
原
本
は
待
賢
門
を
右
に
し
て
、
未
だ
攻
め
寄
せ
る
神
輿
と
捨
て
去
ら
れ
る
神

輿
と
を
描
き
分
け
る
。
根
津
本
で
は
僧
兵
と
神
輿
を
中
央
に
、
右
に
明
星
本
一
図
目

に
あ
た
る
頼
政
軍
と
の
応
対
、
左
に
待
賢
門
内
で
待
構
え
る
重
盛
軍
を
表
す
。

　

各
主
題
に
お
い
て
、
構
図
も
絵
画
化
さ
れ
た
瞬
間
と
も
一
致
す
る
作
例
は
な
く
、

相
互
の
挿
絵
が
直
接
的
な
模
写
関
係
に
あ
る
と
言
い
切
れ
る
も
の
は
な
い
。

三　

明
星
本
と
明
暦
版
本
に
見
ら
れ
る
近
似
す
る
構
図
の
作
例
に
つ
い
て

　

た
だ
し
以
上
の
図
様
の
比
較
で
は
、
明
星
本
と
明
暦
版
本
に
お
い
て
幾
つ
か
の
構

図
が
、
同
一
で
は
な
い
も
の
の
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
明
暦
版
本
・

明
星
本
挿
絵
比
較
一
覧
図
版
参
照
）。
該
当
す
る
の
は
す
で
に
挙
げ
た
「
鱸す

ず
き」「

祇

王
」
二
場
面
、「
殿
下
乗
合
」「
御
輿
振
」
の
他
、「
鵜
川
合
戦
」「
清
水
炎
上
」
で
あ

る
。
左
右
上
下
の
よ
う
な
大
ま
か
な
構
図
と
ど
の
瞬
間
を
選
ぶ
か
の
場
面
選
択
は
共

通
す
る
が
、
人
数
は
い
ず
れ
も
明
星
本
の
方
が
少
な
く
、
個
々
の
人
物
や
背
景
な
ど

の
細
部
は
相
違
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
明
星
本
の
「
祇
王
」
二
場
面
目
で
、
門
前
の
仏
御
前
（
図
2
）
に
対
し
て

庵
内
の
三
人
の
尼
の
一
人
が
振
り
返
る
（
図
3
）
構
図
は
明
歴
版
本
（
図
4
）（
図

5
）
に
近
似
し
て
い
る
が
、
こ
の
明
暦
版
本
の
図
様
は
真
田
本
や
、
そ
れ
以
外
に
も

チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
本
（
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
）
や
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

ゲ
ス
ト
東
洋
図
書
館
本
（
ゲ
ス
ト
本
）
等
の
『
平
家
物
語
』
挿
絵
と
共
通
し
て
い
る

こ
と
が
、
出
口
久
徳
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
）
10
（

る
。
出
口
は
こ
れ
ら
の
中
で
最
も
年

代
の
古
い
明
暦
版
本
が
他
本
の
典
拠
と
さ
れ
た
も
の
と
見
て
、
そ
れ
が
「
絵
手
本
の



図 2　明星本『平家物語』絵本「祇王」二場面目　
仏御前部分

図 3　明星本『平家物語』絵本「祇王」二場面目　
三人の尼部分

図 4　明暦版本『平家物語』巻一「祇王」二場
面目　仏御前部分（国立国会図書館蔵）

図 5　明暦版本『平家物語』巻一「祇王」二場面目　
三人の尼部分（国立国会図書館蔵）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
四
号　

二
〇
一
六
年

出
口
が
別
論
文
で
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
、
合
戦
図
の
屛
）
15
（
風

や
絵
馬
、
清
水
寺
の
よ
う
な
名
所
で
あ
れ
ば
名
所
）
16
（
絵
の
影

響
も
視
野
に
入
れ
ら
れ
よ
う
。
こ
と
に
「
祇
王
」
は
独
立

し
た
物
語
と
さ
れ
て
、
奈
良
絵
）
17
（

本
や
謡
曲
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
明
暦
版
本
と
明
星
本
の
構
図
の
近
似
を
、

共
通
す
る
先
行
図
様
に
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
絵
巻
や
絵

本
以
外
に
も
、
こ
れ
ら
の
多
様
な
媒
体
に
よ
る
『
平
家
物

語
』
の
作
品
群
を
対
象
と
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

明
星
本
の
挿
絵
の
典
拠
は
、
そ
の
よ
う
に
広
大
で
多
様
な

平
家
物
語
絵
の
分
野
に
お
い
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
べ

き
も
の
で
あ
ろ
う
。

註（
1
）　

詳
細
な
原
色
図
版
写
真
は
、W

EB

サ
イ
ト
「
絵
本
・
絵
巻
の

館
に
所
蔵
さ
れ
る
巻
一
の
五
場
）
14
（
面
の
挿
絵
に

は
、
明
星
本
や
明
暦
版
本
と
共
通
す
る

「
鱸
」
の
場
面
が
あ
る
が
、
鱸
が
船
に
飛
び

込
ん
だ
瞬
間
を
描
き
、
船
も
二
隻
で
構
図
は

全
く
違
う
。
ま
た
「
二
代
の
后
」
も
、
静
嘉

堂
本
は
迎
え
の
車
に
乗
る
場
面
の
后
を
後
ろ

姿
で
表
す
も
の
で
、
残
念
な
が
ら
い
ず
れ
の

挿
絵
と
も
一
致
し
な
い
。

　

し
か
し
こ
の
時
代
ま
で
に
『
平
家
物
語
』

は
、
絵
巻
や
絵
本
以
外
の
分
野
に
お
い
て
も

多
く
素
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
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共
同
研
究
報
告　

新
出
の
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
つ
い
て　
　
　

山
本
陽
子

04-40/

キ/1

貴
）http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/n45/index.htm

l

、
参
照
。

世
界
」「
平
家
物
語
」http://ehon-em

aki.m
eisei-u.ac.jp/heike_top.htm

l

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）　

山
本
陽
子
「『
平
家
物
語
』
絵
本
・
絵
巻
の
挿
絵
に
つ
い
て
―
明
星
大
学
図
書
館
所
蔵
本
を
中
心

に
―
附　

林
原
本
・
明
暦
版
本
・
真
田
本
・
明
星
本
場
面
対
照
表
」『
明
星
大
学
研
究
紀
要
』﹇
日
本

文
化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
紀
要
﹈
第
一
七
号　

二
一
〜
三
九
頁　

二
〇
〇
九
年
、
参
照
。

（
3
）　

赤
坂
真
理
「
江
戸
前
期
に
お
け
る
寝
殿
造
り
へ
の
憧
憬
と
理
解
―
住
吉
派
物
語
絵
に
み
る
住
宅
観

―
」『
講
座
源
氏
物
語
研
究
第
十
巻　

源
氏
物
語
と
美
術
の
世
界
』
二
三
四
〜
二
六
五
頁　

お
う
ふ

う　

二
〇
〇
八
年
、
参
照
。

（
4
）　

小
松
茂
美
編
『
平
家
物
語
絵
巻
』
巻
第
一　

中
央
公
論
社　

一
九
九
〇
年
、
参
照
。

（
5
）　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）http://dl.ndl.

go.jp/info:ndljp/pid/2567331
参
照
。
参
考
図
版
も
同
サ
イ
ト
よ
り
。
図
は
中
央
で
山
折
り
に
さ

れ
表
裏
と
し
て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
一
図
の
も
の
と
し
て
拡
げ
た
形
に
再
現
し
て
扱
う
。

（
6
）　

カ
ラ
ー
図
版
は
小
林
一
郎
・
小
林
玲
子
「
絵
で
読
む
平
家
物
語
」
第
一
回
・
第
二
回
『
長
野
』
一

九
三
・
一
九
四
号　

参
照
。

（
7
）　

根
津
美
術
館
学
芸
部
編
『
平
家
物
語
画
帖
』
根
津
美
術
館　

二
〇
一
二
年
、
参
照
。

（
8
）　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
明
暦
版
本
で
は
「
祇
王
」
の
二
図
目
（
又
廿
一
）
は
本
文
と
離
れ
て
か

な
り
後
の
方
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
図
様
か
ら
判
断
し
た
。

（
9
）　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
明
暦
版
本
で
「
殿
下
乗
合
」（
又
十
八
）
は
前
方
の
別
の
文
の
箇
所
に

組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
図
様
に
よ
っ
て
判
断
し
た
。

（
10
）　

出
口
久
徳
「
平
家
物
語　

解
説
」『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
絵
巻
絵
本
解

題
目
録　

解
説
編
』
一
五
一
〜
一
五
二
頁　

勉
誠
出
版　

二
〇
〇
二
年
・
出
口
久
徳
「
絵
入
り
本

『
平
家
物
語
』
の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て
―
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
蔵
本
を
中
心
に
―
」『
立
教
大
学
大

学
院
日
本
文
学
論
叢
』
一
四
六
〜
一
五
六
頁　

二
〇
〇
一
年
、
な
ど
。

（
11
）　W

EB

サ
イ
ト
「
絵
本
・
絵
巻
の
世
界
」「
徒
然
草
」http://ehon-em

aki.m
eisei-u.ac.jp/tsur-

ezure_top.htm
l

、
参
照
。

（
12
）　

共
同
研
究
報
告
「
明
星
大
学
蔵
絵
入
り
和
本
の
基
礎
的
研
究
とW

EB

公
開
、
教
育
実
践
へ
の
応

用
」
第
二
章　

山
本
陽
子
「
明
星
大
学
本
『
徒
然
草
』
の
挿
絵
に
つ
い
て
」『
明
星
大
学
研
究
紀
要
』

﹇
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
﹈
第
十
九
号　

一
六
九
〜
一
七
四
頁　

二
〇
一
一
年
、
参
照
。

（
13
）　

滝
澤
貞
夫
「
松
代
本
『
平
家
物
語
』
考
」『
松
代
』
一
六
〜
二
一
頁　

一
九
九
七
年
、
参
照
。

（
14
）　

静
嘉
堂
美
術
館
編
『
室
町
の
絵
画
展
』
図
録
九
一
〜
九
九
頁　

一
九
九
六
年
、
参
照
。

（
15
）　

出
口
久
徳
「
物
語
と
し
て
の
屛
風
絵
―
一
の
谷
合
戦
図
屛
風
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
軍
記
と
語
り
物
』

第
三
六
号　

六
三
〜
七
一
頁　

二
〇
〇
〇
年

（
16
）　

出
口
久
徳
「
寛
文
・
延
宝
期
の
『
平
家
物
語
』
―
延
宝
五
年
版
『
平
家
物
語
』
と
近
世
メ
デ
ィ
ア

―
」『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
一
一
一
号　

八
七
〜
九
三
頁　

二
〇
一
四
年

（
17
）　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵　

奈
良
絵
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹇
妓
王
﹈（
一
般
貴
重
書
・86849

・



図 A　明星本巻一「殿上闇討」（1）

図 B　明星本巻一「殿上闇討」（2）

図 C　明星本巻一「鱸」

図 D　明星本巻一「我身栄華」

図 a　明暦版本巻一「殿上闇討」

図 c　明暦版本巻一「鱸」

図 d　明暦版本巻一「我身栄華」 12

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
四
号　

二
〇
一
六
年

明暦版本・明星本挿絵比較一覧図版



図 f　明暦版本巻一「祇王」（2）

図 E　明星本巻一「祇王」（1）

図 F　明星本巻一「祇王」（2）

図 G　明星本巻一「二代后」

図 H　明星本巻一「額打論」

図 e　明暦版本巻一「祇王」（1）

図 g　明暦版本巻一「二代后」

図 h　明暦版本巻一「額打論」
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共
同
研
究
報
告　

新
出
の
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
つ
い
て　
　
　

山
本
陽
子



図 j　明暦版本巻一「殿下乗合」

図 I　明星本巻一「清水炎上」

図 J　明星本巻一「殿下乗合」

図 K　明星本巻一「鹿谷」（1）

図 L　明星本巻一「鹿谷」（2）

図 i　明暦版本巻一「清水炎上」

図 l　明歴版本巻一「鹿谷」
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
四
号　

二
〇
一
六
年



図M　明星本巻一「鵜川合戦」

図 N　明星本巻一「願立」

図 O　明星本巻一「御輿振」（1）

図 P　明星本巻一「御輿振」（2）

図m　明暦版本巻一「鵜川合戦」

図 p　明暦版本巻一「御輿振」
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共
同
研
究
報
告　

新
出
の
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
つ
い
て　
　
　

山
本
陽
子



図 Q　明星本巻一「内裏炎上」図 q　明暦版本巻一「内裏炎上」
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
四
号　

二
〇
一
六
年
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共
同
研
究
報
告　

新
出
の
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
つ
い
て　
　
　

山
本
陽
子

『
平
家
物
語
』
絵
本
・
絵
巻
（
林
原
本
・
明
暦
版
本
・
真
田
本
・
明
星
本
・
根
津
本
）
の
場
面
対
照
表

内
容
末
尾
の
洋
数
字
は
一
段
中
に
あ
る
異
時
同
図
の
場
面
数
　
　

＊
は
片
頁
の
み
　
　

○
囲
い
の
数
字
は
錯
簡
の
本
来
の
章
の
林
原
本
で
の
段
数

巻
一
　
章
段

林
原
美
術
館
蔵
　
絵
巻

明
暦
二
年
　
版
本

真
田
宝
物
館
蔵
　
絵
本

明
星
大
学
蔵
　
絵
本
（
巻
一
）

根
津
美
術
館
蔵
　
扇
面
（
上
）

祇
園
精
舎

殿
上
闇
討

節
会
に
参
内
し
た
忠
盛
と
庭
の
家
貞
　4

節
会
に
参
内
し
た
忠
盛
と
庭
の
家
貞

節
会
に
参
内
し
た
忠
盛
と
庭
の
家
貞

節
会
に
参
内
し
た
忠
盛
と
庭
の
家
貞

鳥
羽
上
皇
に
釈
明
す
る
忠
盛
　2

鳥
羽
上
皇
に
釈
明
す
る
忠
盛

＊
鳥
羽
上
皇
に
釈
明
す
る
忠
盛

鳥
羽
上
皇
に
釈
明
す
る
忠
盛

鱸
仙
洞
御
所
で
歌
を
詠
む
忠
盛

扇
を
見
つ
け
ら
れ
て
歌
を
詠
む
女
房

扇
を
見
つ
け
ら
れ
て
歌
を
詠
む
女
房

熊
野
詣
の
船
で
鱸
の
吉
兆
を
得
る
清
盛

熊
野
詣
の
船
で
鱸
の
吉
兆
を
得
る

熊
野
詣
の
船
で
鱸
の
吉
兆
を
得
る

熊
野
詣
の
船
で
鱸
の
吉
兆
を
得
る
清
盛

熊
野
詣
の
船
で
鱸
の
吉
兆
を
得
る
清
盛

禿
童

出
家
す
る
清
盛

清
盛
の
前
の
禿
童
た
ち

＊
市
中
を
見
回
る
六
波
羅
の
禿
童

我
身
栄
華

清
盛
邸
の
に
ぎ
わ
い（
長
大
画
面
）

清
盛
邸
の
に
ぎ
わ
い

清
盛
邸
の
に
ぎ
わ
い

清
盛
邸
の
に
ぎ
わ
い

清
盛
邸
の
に
ぎ
わ
い

妓
王

妓
王
邸
で
銭
を
受
け
取
る
刀
自

仏
御
前
を
追
い
返
す
清
盛

　2
清
盛
に
懇
願
す
る
妓
王
　2

清
盛
邸
を
出
る
妓
王（
歌
を
残
す
）

仏
御
前
の
舞
を
見
る
清
盛
と
妓
王
　2

仏
御
前
の
舞
を
見
る
清
盛
と
妓
王

仏
御
前
の
舞
を
見
る
清
盛
と
妓
王

妓
王
に
閑
を
出
す
清
盛
　2

清
盛
邸
を
出
る
妓
王
　2

悲
嘆
に
沈
む
妓
王
一
家

悲
嘆
に
沈
む
妓
王
一
家

＊
人
々
か
ら
文
を
受
け
る
妓
王
　2

清
盛
か
ら
呼
出
を
受
け
る
妓
王
　3

仏
御
前
の
前
で
舞
う
妓
王
　2

仏
御
前
の
前
で
舞
う
妓
王
　

仏
御
前
の
前
で
舞
う
妓
王

＊
　

　
泣
き
沈
む
妓
王
一
家

嵯
峨
の
庵
の
尼
姿
の
妓
王
一
家

妓
王
の
庵
を
訪
れ
る
尼
姿
の
仏
御
前

妓
王
の
庵
を
訪
れ
る
尼
姿
の
仏
御
前

＊
妓
王
の
庵
を
訪
れ
る
尼
姿
の
仏
御
前

と
も
に
念
仏
す
る
妓
王
一
家
と
仏
御
前

若
者
一
行
と
牛
車（
殿
下
乗
合
②
か
）

二
代
后

二
条
天
皇
の
艶
書
を
受
取
る
大
宮

入
内
の
宣
旨
を
下
す
二
条
天
皇
　2

大
宮
を
説
得
す
る
父
の
右
大
臣
　2

泣
く
泣
く
車
に
乗
る
大
宮

泣
く
泣
く
車
に
乗
る
大
宮

大
宮
を
説
得
す
る
右
大
臣
と
迎
え
の
牛
車

麗
景
殿
の
二
条
天
皇
と
大
宮

二
条
天
皇
に
入
内
し
た
大
宮

＊
麗
景
殿
の
二
条
天
皇
と
大
宮（
盃
事
）

額
打
論

二
条
天
皇
の
発
病
と
崩
御
の
宮
中

　2
三
人
の
尼
と
一
人
の
尼（
妓
王
⑪
か
）

廟
所
で
延
暦
寺
の
額
を
壊
す
興
福
寺
僧

廟
所
で
延
暦
寺
の
額
を
壊
す
興
福
寺
僧

廟
所
で
延
暦
寺
の
額
を
壊
す
興
福
寺
僧

廟
所
で
延
暦
寺
の
額
を
壊
す
興
福
寺
僧

廟
所
で
延
暦
寺
の
額
を
壊
す
興
福
寺
僧

清
水
炎
上

比
叡
山
を
駆
け
下
る
延
暦
寺
の
僧
兵
達

噂
を
聞
い
て
内
裏
に
集
ま
る
平
家
勢

清
盛
邸
へ
避
難
す
る
後
白
河
法
皇
　3

延
暦
寺
僧
に
焼
討
ち
さ
れ
る
清
水
寺
　2

延
暦
寺
僧
に
焼
き
討
ち
さ
れ
る
清
水
寺

延
暦
寺
僧
に
焼
討
さ
れ
る
清
水
寺

＊
延
暦
寺
僧
に
焼
き
討
ち
さ
れ
る
清
水
寺

後
白
河
上
皇
の
還
御
　2

上
皇
に
本
音
を
漏
ら
す
西
光
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
四
号　

二
〇
一
六
年

高
倉
天
皇
の
即
位
式

新
帝
高
倉
天
皇
の
御
所

殿
下
乗
合

鷹
狩
に
興
じ
る
資
盛

資
盛
主
従
を
懲
ら
し
め
る
基
房
の
下
部

資
盛
主
従
を
懲
ら
し
め
る
基
房
の
下
部

資
盛
主
従
を
懲
ら
し
め
る
基
房
の
下
部

資
盛
主
従
を
懲
ら
し
め
る
基
房
の
下
部

資
盛
の
訴
え
に
怒
る
清
盛

　2
基
房
一
行
を
辱
め
る
資
盛
の
下
部
た
ち

基
房
一
行
を
辱
め
る
資
盛
の
下
部
た
ち

屈
辱
を
嘆
く
基
房

資
盛
を
𠮟
責
す
る
重
盛

鹿
谷

高
倉
天
皇
の
朝
覲
行
幸
　2

山
鳩
の
変
事
を
報
告
す
る
検
校
　3

成
親
が
上
賀
茂
社
の
夢
告
を
受
け
る
　2

成
親
が
上
賀
茂
社
の
夢
告
を
受
け
る

＊
上
賀
茂
社
の
神
木
へ
の
落
雷

上
賀
茂
社
の
神
木
へ
の
落
雷

上
賀
茂
社
の
神
木
へ
の
落
雷

鹿
谷
の
宴
会
で
瓶
子
を
倒
す
成
親
　2

鹿
谷
の
宴
会

鹿
谷
の
宴
会
で
瓶
子
を
倒
す
成
親

＊
鹿
谷
の
宴
会
で
瓶
子
の
首
を
も
ぐ
西
光

鵜
川
合
戦

多
田
行
綱
を
呼
び
寄
せ
た
成
親

加
賀
国
目
代
と
湧
泉
寺
僧
侶
と
の
乱
闘

加
賀
国
目
代
と
湧
泉
寺
僧
侶
と
の
乱
闘

加
賀
国
目
代
と
湧
泉
寺
僧
侶
と
の
乱
闘

湧
泉
寺
を
焼
く
官
人
た
ち

目
代
の
館
を
攻
め
る
白
山
の
神
人
衆
徒

白
山
の
神
人
達
が
比
叡
山
に
訴
え
る

白
山
の
神
人
達
が
比
叡
山
に
訴
え
る

＊
願
立

処
分
を
祈
念
す
る
比
叡
山
の
僧
侶
達

朝
廷
に
訴
え
る
比
叡
山
の
大
衆
た
ち

比
叡
山
勢
に
矢
を
射
か
け
る
頼
春
勢

比
叡
山
の
僧
た
ち
を
追
い
返
す
武
士
達

関
白
を
呪
う
比
叡
山
の
僧
侶
達

関
白
邸
突
き
立
つ
樒
の
枝

関
白
の
病
気
平
癒
祈
願
の
牛
車

＊
関
白
の
病
気
平
癒
祈
願
に
行
く
母

＊
関
白
の
病
気
平
癒
祈
願
に
行
く
母

関
白
家
に
託
宣
を
示
す
少
女

病
の
平
癒
し
た
関
白
師
通

再
び
病
に
付
す
関
白
師
通

＊
関
白
の
死
を
嘆
く
女
房
達

死
ん
だ
関
白
と
嘆
く
女
房
達

＊
御
輿
振

比
叡
山
の
神
輿
と
頼
政
軍

比
叡
山
の
神
輿
と
頼
政
軍

比
叡
山
の
神
輿
と
頼
政
軍

比
叡
山
の
神
輿
と
頼
政
軍
と
重
盛
軍

比
叡
山
勢
に
矢
を
射
か
け
る
重
盛
勢

比
叡
山
勢
に
矢
を
射
か
け
る
重
盛
勢

比
叡
山
勢
に
矢
を
射
か
け
る
重
盛
勢

＊
比
叡
山
勢
に
矢
を
射
か
け
る
重
盛
勢

内
裏
炎
上

院
御
所
の
公
卿
詮
議

祇
園
社
に
仮
置
さ
れ
る
比
叡
山
の
神
輿

比
叡
山
勢
入
京
の
噂
に
移
動
す
る
天
皇

比
叡
山
へ
の
使
者
を
務
め
る
平
時
忠

　2
比
叡
山
へ
の
使
者
を
務
め
る
平
時
忠

比
叡
山
へ
の
使
者
を
務
め
る
平
時
忠

＊
大
内
裏
の
炎
上

大
内
裏
の
炎
上

大
内
裏
の
炎
上

巻
二
　
章
段

林
原
美
術
館
蔵
　
絵
巻

明
暦
二
年
　

 版
本

真
田
宝
物
館
蔵
　
絵
本

明
星
大
学
蔵
　
絵
本

根
津
美
術
館
蔵
　
扇
面
（
上
）

座
主
流

公
卿
達
と
座
主
明
雲

＊
公
卿
達
と
座
主
明
雲

＊
明
雲
の
罪
を
議
す
公
卿
達
　2

明
雲
の
罪
を
議
す
公
卿
達

明
雲
と
追
い
立
て
の
武
士
達
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共
同
研
究
報
告　

新
出
の
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
つ
い
て　
　
　

山
本
陽
子

西
光
父
子
を
呪
詛
す
る
大
衆

流
さ
れ
る
途
中
の
明
雲
　2

流
さ
れ
る
途
中
の
明
雲

＊
流
さ
れ
る
途
中
の
明
雲

＊
流
さ
れ
る
途
中
の
明
雲

比
叡
山
の
衆
徒
が
詮
議
　2

比
叡
山
の
衆
徒
が
詮
議

＊
比
叡
山
の
衆
徒
が
詮
議

＊
比
叡
山
の
衆
徒
が
詮
議

明
雲
奪
還
に
向
う
大
衆

比
叡
山
に
戻
っ
た
明
雲
　3

比
叡
山
に
戻
る
輿
の
明
雲

＊
比
叡
山
に
戻
っ
た
明
雲

＊
明
雲
に
輿
を
勧
め
る
祐
慶

一
行
阿
闍
梨

九
曜
の
形
を
見
る
一
行
阿
闍
梨

九
曜
の
形
を
見
る
一
行
阿
闍
梨

＊
西
光
被
斬

法
皇
に
奏
上
す
る
西
光

清
盛
に
密
告
す
る
行
綱
　2

清
盛
に
密
告
す
る
行
綱

＊
資
成
の
復
命
を
聞
く
清
盛

清
盛
邸
で
捕
ま
る
成
親
　2

清
盛
邸
で
捕
ま
る
成
親

清
盛
邸
で
捕
ま
る
成
親

清
盛
邸
で
捕
ま
る
成
親

清
盛
邸
で
捕
ま
る
成
親

西
光
が
清
盛
に
言
い
返
す
　4

西
光
が
清
盛
に
言
い
返
す

＊
西
光
が
清
盛
に
言
い
返
す

小
教
訓

引
き
据
え
ら
れ
る
成
親
　2

引
き
据
え
ら
れ
る
成
親

成
親
の
命
乞
を
す
る
重
盛
　4

成
親
の
命
乞
を
す
る
重
盛

成
親
の
命
乞
を
す
る
重
盛

＊
成
親
の
命
乞
を
す
る
重
盛

嘆
く
成
親
の
家
族
　2

少
将
乞
請

法
皇
に
別
れ
を
告
げ
る
成
経
　3

法
皇
の
側
近
に
別
れ
を
告
げ
る
成
経

＊
教
盛
と
対
面
す
る
成
経

　2
教
盛
か
ら
清
盛
へ
の
使
者
と
な
る
季
貞
　2

清
盛
と
家
臣（
清
盛
に
伝
え
る
季
貞
か
）

教
盛
か
ら
清
盛
へ
の
使
者
と
な
る
季
貞

季
貞
に
使
者
を
命
じ
る
教
盛

2
教
盛
の
屋
敷
に
戻
る
成
経
　2

教
盛
の
屋
敷
に
戻
る
成
経

＊
教
訓

法
皇
に
抗
し
武
装
す
る
清
盛

法
皇
に
抗
し
武
装
す
る
清
盛

＊
重
盛
に
諫
め
ら
れ
る
清
盛
　4

清
盛
と
武
装
し
た
兵
士
た
ち
と
公
卿

重
盛
に
諫
め
ら
れ
る
清
盛

重
盛
に
諫
め
ら
れ
る
清
盛

重
盛
に
諫
め
ら
れ
る
清
盛

烽
火

武
士
を
自
邸
に
集
め
さ
せ
る
重
盛
　4

重
盛
邸
に
集
ま
る
武
士
達

＊
重
盛
邸
に
集
ま
っ
た
武
士
達

重
盛
邸
に
集
ま
っ
た
武
士
達

＊
重
盛
邸
に
集
ま
っ
た
武
士
達

＊
重
盛
邸
に
集
ま
っ
た
武
士
達

新
大
納
言
被
流

流
罪
と
な
る
成
親
の
車
と
船
　3

流
罪
と
な
る
成
親
の
船

＊
流
罪
と
な
る
成
親
の
船

＊
流
罪
と
な
る
成
親
の
車

備
前
児
島
に
着
い
た
成
親
　2

備
前
児
島
に
着
い
た
成
親

＊
備
前
児
島
に
着
い
た
成
親

＊
阿
古
屋
之
松

幼
い
息
子
に
語
り
か
け
る
成
経
　2

幼
い
息
子
に
語
り
か
け
る
成
経

幼
い
息
子
に
語
り
か
け
る
成
経

幼
い
息
子
に
語
り
か
け
る
成
経

成
親
の
配
所
を
尋
ね
る
成
経

成
親
の
配
所
を
尋
ね
る
成
経

＊
成
親
の
配
所
を
尋
ね
る
成
経
か

新
大
納
言
死
去

成
親
の
北
の
方
が
文
を
書
く

成
親
の
北
の
方
が
文
を
書
く

北
の
方
が
文
を
信
俊
に
託
す

手
紙
を
読
む
成
親

　2
成
親
か
ら
返
事
を
預
か
る
信
俊

返
事
を
見
て
泣
く
北
の
方

返
事
を
読
む
北
の
方

＊
崖
か
ら
突
落
と
さ
れ
た
成
親

出
家
す
る
成
親
の
北
の
方

徳
大
寺
厳
島
詣

実
定
に
重
兼
が
提
案
す
る

実
定
に
重
兼
が
提
案
す
る

＊
実
定
に
重
兼
が
提
案
す
る

厳
島
神
社
社
殿
と
実
定
の
船

厳
島
神
社
社
殿
と
実
定
の
船

清
盛
に
会
う
厳
島
内
侍
達
　3

清
盛
と
公
卿
た
ち（
徳
大
寺
左
大
将
か
）

山
門
滅
亡

四
天
王
寺
に
詣
で
る
法
皇

比
叡
山
の
大
衆
と
堂
衆
の
戦

比
叡
山
の
大
衆
と
堂
衆
の
戦

比
叡
山
の
大
衆
と
堂
衆
の
戦

比
叡
山
の
大
衆
と
堂
衆
の
戦

荒
れ
果
て
た
比
叡
山

善
光
寺
炎
上

炎
上
す
る
善
光
寺

炎
上
す
る
善
光
寺

炎
上
す
る
善
光
寺

＊
炎
上
す
る
善
光
寺
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
四
号　

二
〇
一
六
年

康
頼
祝
詞

鬼
界
島
の
成
経
と
康
頼
　3

鬼
界
島
の
成
経
と
康
頼

鬼
界
島
の
成
経
、
康
頼
と
俊
寛

＊
鬼
界
島
の
成
経
康
頼

卒
塔
婆
流

卒
塔
婆
を
流
す
康
頼
成
経
　2

卒
塔
婆
を
流
す
康
頼
成
経

厳
島
で
卒
塔
婆
を
拾
う
僧
　2

厳
島
で
卒
塔
婆
を
拾
う
僧

卒
塔
婆
と
留
守
家
族
　3

泣
く
留
守
家
族
か

卒
塔
婆
と
留
守
家
族

＊
卒
塔
婆
と
留
守
家
族

蘇
武

雁
に
手
紙
を
託
す
蘇
武

雁
に
手
紙
を
託
す
蘇
武

手
紙
を
読
む
昭
帝
　2

蘇
武
と
帰
還
す
る
漢
軍
　3

昭
帝
の
前
の
蘇
武
　3

昭
帝
の
前
の
蘇
武

＊

巻
三
　
章
段

林
原
美
術
館
蔵
　
絵
巻

明
暦
二
年
　
版
本

真
田
宝
物
館
蔵
　
絵
本

明
星
大
学
蔵
　
絵
本

根
津
美
術
館
蔵
　
扇
面
（
上
）

赦
文

高
倉
天
皇
の
朝
覲
行
幸

彗
星
の
出
現

中
宮
の
安
産
祈
願
　3

中
宮
の
安
産
祈
願

＊
中
宮
の
安
産
祈
願

中
宮
の
安
産
祈
願

赦
免
を
勧
め
る
重
盛
　3

赦
免
状
を
書
か
せ
る
清
盛

＊
赦
免
状
を
書
か
せ
る
清
盛

赦
免
状
を
下
す
清
盛
　2

赦
免
状
を
下
す
清
盛

＊
足
摺

赦
免
の
船
と
成
経
康
頼
俊
寛

＊
赦
免
状
を
読
む
俊
寛

赦
免
状
を
読
む
俊
寛

成
経
の
袂
に
縋
り
付
く
俊
寛

渚
で
足
摺
り
し
て
泣
く
俊
寛
　3

渚
で
足
摺
り
し
て
泣
く
俊
寛

＊
渚
で
足
摺
り
し
て
泣
く
俊
寛

＊
渚
で
足
摺
り
し
て
泣
く
俊
寛

渚
で
足
摺
り
し
て
泣
く
俊
寛

御
産
巻

鹿
瀬
庄
の
成
経
と
康
頼

産
所
の
頼
盛
邸
に
来
る
人

　2
施
物
を
献
上
す
る
重
盛

安
産
祈
願
の
僧
た
ち
と
清
盛

出
産
の
心
配
を
す
る
清
盛

＊
安
産
祈
願
の
僧
た
ち
と
清
盛

安
産
祈
願
の
後
白
河
法
皇

中
宮
の
出
産
　3

中
宮
の
出
産

＊
中
宮
の
出
産

中
宮
の
出
産

中
宮
の
出
産

公
卿
揃

法
皇
へ
献
上
品
を
渡
す
平
家

門
前
に
集
ま
る
馬

＊
清
盛
と
公
卿
た
ち

＊
清
盛
に
出
産
祝
を
言
う
公
卿

＊
大
塔
建
立

僧
侶
ら
に
勧
賞
を
行
う
天
皇

高
野
山
で
告
げ
る
高
僧
　3

社
殿
前
の
老
僧
と
一
行

高
野
山
で
告
げ
る
高
僧

曼
荼
羅
を
描
く
清
盛

　
厳
島
で
小
長
刀
を
賜
る
清
盛

厳
島
で
小
長
刀
を
賜
る
清
盛

厳
島
で
小
長
刀
を
賜
る
清
盛

頼
豪

天
皇
の
前
の
僧
侶

＊
呪
詛
す
る
頼
豪

呪
詛
す
る
頼
豪

＊
呪
詛
す
る
頼
豪

＊
呪
詛
す
る
頼
豪

皇
子
の
病
床
に
現
れ
た
僧
　2

皇
子
誕
生
を
祈
る
良
真
　2

少
将
都
還

成
親
の
筆
跡
を
読
む
成
経
　3

成
親
の
筆
跡
を
読
む
成
経
等

成
親
供
養
の
成
経
と
康
頼

成
親
供
養
の
成
経
と
康
頼

＊
父
の
別
荘
で
泣
く
成
経
等
　2

同
じ
牛
車
で
還
る
成
経
と
康
頼

★
家
族
と
対
面
す
る
成
経
　4

家
族
と
対
面
す
る
成
経

＊
家
族
と
対
面
す
る
成
経

＊
家
族
と
対
面
す
る
成
経
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共
同
研
究
報
告　

新
出
の
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
つ
い
て　
　
　

山
本
陽
子

双
林
寺
に
落
ち
着
い
た
康
頼

＊
有
王
島
下

俊
寛
へ
文
を
預
か
る
有
王
　2

俊
寛
と
有
王
の
再
会
　5

俊
寛
と
有
王
の
再
会

＊
俊
寛
と
有
王
の
再
会

＊
俊
寛
と
有
王
の
再
会

俊
寛
と
有
王
の
再
会

倒
れ
伏
し
た
俊
寛

＊
娘
の
手
紙
を
読
む
俊
寛
　2

俊
寛
を
葬
る
有
王
　2

俊
寛
の
死
を
報
告
す
る
有
王
　2

俊
寛
の
死
を
報
告
す
る
有
王

＊
辻
風

治
承
四
年
五
月
辻
風
の
災
　2

治
承
四
年
五
月
辻
風
の
災

＊
治
承
四
年
五
月
辻
風
の
災

医
師
問
答

熊
野
本
宮
に
参
る
重
盛
　2

熊
野
本
宮
に
参
る
重
盛

＊
重
盛
に
名
医
を
勧
め
る
使
者

重
盛
に
名
医
を
勧
め
る
使
者

＊
重
盛
に
名
医
を
勧
め
る
使
者

重
盛
に
名
医
を
勧
め
る
使
者

使
者
の
報
告
を
聞
く
清
盛

出
家
す
る
重
盛
と
泣
く
人
々
　2

無
紋
沙
汰

夢
の
話
を
聞
く
重
盛
　2

無
紋
の
刀
を
与
え
る
重
盛
　2

無
紋
の
刀
を
与
え
る
重
盛

＊
無
紋
の
刀
を
与
え
る
重
盛

＊
無
紋
の
刀
を
与
え
る
重
盛

灯
籠

重
盛
の
行
う
念
仏
供
養

重
盛
の
行
う
念
仏
供
養

＊
重
盛
の
行
う
念
仏
供
養

＊
重
盛
の
行
う
念
仏
供
養

金
渡

重
盛
は
妙
典
に
寄
進
を
託
す

育
王
山
へ
寄
進
す
る
妙
典
　2

法
印
問
答

地
震
を
占
う
安
部
泰
親
　2

地
震
を
占
う
安
部
泰
親

＊
地
震
を
占
う
安
部
泰
親

＊
清
盛
と
問
答
を
す
る
静
憲
　2

清
盛
と
問
答
を
す
る
静
憲

＊
清
盛
と
問
答
を
す
る
静
憲

清
盛
と
問
答
を
す
る
静
憲

大
臣
流
罪

清
盛
の
前
に
座
る
公
卿
た
ち

＊
出
家
す
る
関
白
基
房

配
流
さ
れ
る
大
臣
の
輿

＊
配
流
さ
れ
る
大
臣
の
輿

騎
馬
の
一
団

＊
配
所
で
琵
琶
を
弾
く
師
長
　3

話
す
公
卿
と
僧（
金
渡
②
の
重
盛
か
）

＊
病
に
臥
す
公
卿（
金
渡
②
の
重
盛
か
）

＊
行
隆
之
沙
汰

自
邸
で
切
腹
す
る
遠
業
　2

自
邸
で
切
腹
す
る
遠
業

清
盛
に
呼
ば
れ
嘆
く
行
隆
　3

門
前
の
迎
え
の
車

＊
清
盛
に
呼
ば
れ
悲
し
む
行
隆

行
隆
に
清
盛
の
贈
物
が
届
く

男
を
囲
む
女
房
達

＊
行
隆
に
清
盛
の
贈
物
が
届
く

＊
法
皇
御
遷
幸

御
所
を
囲
む
平
家
の
軍
勢
　3

鳥
羽
殿
に
遷
さ
れ
る
法
皇
　3

鳥
羽
殿
を
訪
れ
る
静
憲
　3

鳥
羽
殿
を
訪
れ
る
静
憲

＊
鳥
羽
殿
を
訪
れ
る
静
憲

悲
し
み
に
沈
む
中
宮

城
南
之
離
宮

天
皇
に
奏
上
す
る
宗
盛
か

＊
天
皇
の
文
を
見
る
法
皇
　2

法
皇
の
文
を
見
る
天
皇

＊
天
皇
に
奏
上
す
る
宗
盛

離
宮
で
冬
を
過
ご
す
法
皇

離
宮
で
冬
を
過
ご
す
法
皇

＊
離
宮
で
冬
を
過
ご
す
法
皇

巻
四
　
章
段

林
原
美
術
館
蔵
　
絵
巻

明
暦
二
年
　
版
本

真
田
宝
物
館
蔵
　
絵
本

明
星
大
学
蔵
　
絵
本

根
津
美
術
館
蔵
　
扇
面
（
上
）

厳
島
御
幸

離
宮
に
幽
閉
さ
れ
る
後
白
河
法
皇

　4
静
ま
り
返
る
高
倉
上
皇
邸
　2
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
四
号　

二
〇
一
六
年

厳
島
行
幸
に
出
立
す
る
高
倉
上
皇

厳
島
行
幸
に
出
立
す
る
高
倉
上
皇

＊
法
皇
に
会
う
と
宗
盛
に
告
げ
る
上
皇
　3

成
範
が
法
皇
に
上
皇
の
到
着
を
伝
え
る

高
倉
上
皇
と
語
ら
う
後
白
河
法
皇
　5

高
倉
上
皇
と
語
ら
う
後
白
河
法
皇

＊
高
倉
上
皇
と
語
ら
う
後
白
河
法
皇

＊
還
御

厳
島
社
に
到
着
し
た
高
倉
上
皇
　4

厳
島
社
に
到
着
し
た
高
倉
上
皇

帰
途
藤
花
を
取
ら
せ
る
高
倉
上
皇
　2

高
倉
上
皇
の
船

＊
帰
途
藤
花
を
取
ら
せ
る
高
倉
上
皇

平
家
に
勧
賞
す
る
高
倉
上
皇
　3

鳥
羽
の
津
に
還
御
し
た
高
倉
上
皇

安
徳
天
皇
の
即
位
式

安
徳
天
皇
の
即
位
の
御
輿

＊
源
氏
揃

新
帝
即
位
の
記
録
を
見
る
二
位
殿

以
仁
王
に
源
頼
政
が
挙
兵
を
勧
め
る

以
仁
王
に
源
頼
政
が
挙
兵
を
勧
め
る

＊
以
仁
王
に
源
頼
政
が
挙
兵
を
勧
め
る

＊
以
仁
王
に
源
頼
政
が
挙
兵
を
勧
め
る

東
国
へ
下
知
す
る
以
仁
王
　3

熊
野
別
当
湛
増
が
反
乱
鎮
圧
に
失
敗

熊
野
別
当
湛
増
が
反
乱
鎮
圧
に
失
敗

＊
熊
野
別
当
湛
増
が
反
乱
鎮
圧
に
失
敗

熊
野
別
当
湛
増
が
反
乱
鎮
圧
に
失
敗

鼬
之
沙
汰

後
白
河
法
皇
の
館
で
騒
ぐ
鼬

後
白
河
法
皇
の
館
で
騒
ぐ
鼬

＊
後
白
河
法
皇
の
館
で
騒
ぐ
鼬

後
白
河
法
皇
の
館
で
騒
ぐ
鼬

鼬
の
事
を
占
う
阿
部
泰
親

＊
占
い
の
返
事
を
読
む
法
皇

　3
法
皇
の
還
御
を
宗
盛
が
清
盛
に
嘆
願
　2

謀
反
の
知
ら
せ
を
受
け
る
清
盛
　3

信
連
合
戦

女
装
し
て
川
を
渡
る
以
仁
王
　3

女
装
し
て
川
を
渡
る
以
仁
王

女
装
し
て
川
を
渡
る
以
仁
王

宮
に
笛
を
渡
す
信
連
　2

宮
の
館
に
残
っ
た
信
連

宮
の
館
に
押
し
か
け
る
平
家
勢

＊
た
だ
一
人
立
ち
向
か
い
奮
戦
す
る
信
連

た
だ
一
人
立
向
か
い
奮
戦
す
る
信
連

＊
た
だ
一
人
立
ち
向
か
い
奮
戦
す
る
信
連

＊
た
だ
一
人
立
ち
向
か
い
奮
戦
す
る
信
連

生
け
捕
り
に
さ
れ
る
信
連
　2

宗
盛
の
前
に
引
き
出
さ
れ
た
信
連

宗
盛
の
前
に
引
き
出
さ
れ
た
信
連

＊
宗
盛
の
前
に
引
き
出
さ
れ
た
信
連

高
倉
宮
園
城
寺
入
御

法
輪
院
に
落
ち
着
く
以
仁
王
　2

競
自
邸
を
焼
き
三
井
寺
に
向
う
頼
政
　2

宗
盛
が
仲
綱
の
馬
に
焼
印
を
押
す
と
こ
ろ

★
宗
盛
の
名
馬
を
せ
し
め
た
競
　4

宗
盛
に
呼
ば
れ
た
競

＊
宗
盛
の
馬
を
せ
し
め
た
競
が
逃
れ
る
と
こ
ろ

競
に
謀
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
宗
盛
　2

頼
政
の
下
で
馬
に
焼
印
す
る
と
こ
ろ
　3

頼
政
の
下
で
馬
に
焼
印
す
る
と
こ
ろ

＊
頼
政
の
下
で
馬
に
焼
印
す
る
と
こ
ろ

＊
頼
政
の
下
で
馬
に
焼
印
す
る
と
こ
ろ

山
門
牒
状

比
叡
山
へ
牒
状
を
記
す
三
井
寺
大
衆

　2
文
を
書
く
僧
侶
達

＊
比
叡
山
へ
牒
状
を
記
す
三
井
寺
大
衆

文
を
書
く
僧
侶

南
都
牒
状

比
叡
山
の
衆
徒
は
牒
状
に
怒
る
　2

比
叡
山
は
三
井
寺
に
は
加
担
し
な
い

南
都
返
牒

僧
侶
達
と
男

＊
興
福
寺
の
返
状
を
読
む
三
井
寺
僧
達

＊
興
福
寺
の
大
衆
は
助
力
を
待
て
と
返
状

大
衆
揃

夜
討
を
巡
り
真
海
と
慶
秀
の
長
詮
議
　3

夜
討
を
巡
り
真
海
と
慶
秀
の
長
詮
議

夜
討
を
巡
り
真
海
と
慶
秀
の
長
詮
議

夜
討
を
巡
る
長
詮
議

松
明
を
持
っ
て
出
陣
す
る
三
井
寺
勢
　4

松
明
を
持
っ
て
出
陣
す
る
三
井
寺
勢

＊
松
明
を
持
っ
て
出
陣
す
る
三
井
寺
勢

＊
三
井
寺
を
出
る
以
仁
王
　2

三
井
寺
を
出
る
以
仁
王

＊
三
井
寺
を
出
る
以
仁
王

＊
三
井
寺
を
出
る
以
仁
王

橋
合
戦

宇
治
橋
か
ら
落
下
す
る
平
家
軍

宇
治
橋
か
ら
落
下
す
る
平
家
軍

矢
切
り
但
馬
の
奮
戦

矢
切
り
但
馬
か
浄
妙
坊
の
奮
戦

＊
長
刀
を
振
る
う
浄
妙
坊

一
人
橋
の
上
で
戦
う
浄
妙
坊

浄
妙
坊
の
肩
を
一
来
法
師
が
超
え
る
　2

浄
妙
坊
の
肩
を
一
来
法
師
が
超
え
る

浄
妙
坊
の
肩
を
一
来
法
師
が
超
え
る

忠
綱
一
党
が
馬
筏
と
な
り
川
を
渡
る
　2

忠
綱
一
党
が
馬
筏
と
な
り
川
を
渡
る

＊
忠
綱
一
党
が
馬
筏
と
な
り
川
を
渡
る

忠
綱
一
党
が
馬
筏
と
な
り
川
を
渡
る
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共
同
研
究
報
告　

新
出
の
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
つ
い
て　
　
　

山
本
陽
子

宮
御
最
期

平
等
院
に
討
ち
入
る
軍
勢
　3

平
等
院
で
戦
う
源
氏
軍
と
平
家
軍
　4

平
等
院
で
戦
う
源
氏
軍
と
平
家
軍

切
腹
す
る
頼
政
　4

切
腹
す
る
頼
政
　

景
家
の
軍
勢
に
討
た
れ
る
以
仁
王

景
家
の
軍
勢
に
討
た
れ
る
以
仁
王

景
家
の
軍
勢
に
討
た
れ
る
以
仁
王

＊
景
家
の
軍
勢
に
討
た
れ
る
以
仁
王

景
家
の
軍
勢
に
討
た
れ
る
以
仁
王

宮
を
迎
え
に
来
た
興
福
寺
勢
　3

若
宮
御
出
家

凱
旋
す
る
平
家
の
軍
勢
　2

以
仁
王
の
首
実
験
を
さ
せ
ら
れ
る
女

＊
若
宮
の
不
在
を
報
告
す
る
頼
盛
　2

別
離
を
悲
し
む
女
院
た
ち
と
若
宮
　3

出
家
さ
せ
ら
れ
る
若
宮

＊
別
離
を
悲
し
む
女
院
た
ち
と
若
宮

別
離
を
悲
し
む
女
院
た
ち
と
若
宮

出
家
さ
せ
ら
れ
る
若
宮
　2

鵼
天
皇
の
お
び
え
に
詮
議
す
る
公
卿
た
ち

怪
物
に
弓
を
つ
が
え
る
頼
政
　2

怪
物
に
弓
を
つ
が
え
る
頼
政

＊
怪
物
に
弓
を
つ
が
え
る
頼
政

＊
怪
物
に
弓
を
つ
が
え
る
頼
政
　

怪
物
に
弓
を
つ
が
え
る
頼
政
　

御
剣
を
賜
り
歌
を
詠
む
頼
政

御
剣
を
賜
り
歌
を
詠
む
頼
政

＊
御
剣
を
賜
り
歌
を
詠
む
頼
政
か

弓
を
つ
が
え
る
頼
政
　2

三
井
寺
炎
上

攻
め
る
平
家
勢
と
応
戦
す
る
三
井
寺
勢

戦
う
三
井
寺
勢
と
炎
上
す
る
三
井
寺

炎
上
す
る
三
井
寺

戦
う
三
井
寺
勢
と
炎
上
す
る
三
井
寺

＊
戦
う
三
井
寺
勢
と
炎
上
す
る
三
井
寺

巻
五
　
章
段

林
原
美
術
館
蔵
　
絵
巻

明
暦
二
年
　
版
本

真
田
宝
物
館
蔵
　
絵
本

明
星
大
学
蔵
　
絵
本

根
津
美
術
館
蔵
　
扇
面
（
上
）

都
遷

内
裏
を
出
発
す
る
福
原
行
幸
の
行
列

福
原
行
幸
の
行
列

内
裏
を
出
発
す
る
福
原
行
幸
の
行
列

内
裏
を
出
発
す
る
福
原
行
幸
の
行
列

頼
盛
邸
の
安
徳
天
皇

船
で
福
原
に
引
っ
越
す
人
々
　2

新
都

新
都
造
営
の
測
量
を
す
る
人
々
　2

新
都
造
営
の
測
量
を
す
る
人
々

清
盛
が
那
綱
に
内
裏
造
営
を
さ
せ
る

＊
月
見

月
見
に
船
を
出
す
公
卿
達
　

月
見
に
船
を
出
す
公
卿
達

＊
大
宮
御
所
を
訪
ね
る
実
定

大
宮
御
所
を
訪
ね
る
実
定

＊
大
宮
御
所
を
訪
ね
る
実
定

大
宮
と
対
面
す
る
実
定

大
宮
と
対
面
す
る
実
定

＊
大
宮
と
対
面
す
る
実
定

歌
を
詠
み
交
わ
す
蔵
人
と
小
侍
従
　2

物
怪

清
盛
の
寝
所
に
現
れ
た
巨
大
な
顔
　2

天
狗
と
当
番
の
衆

★
清
盛
が
怪
夢
を
語
る

＊
清
盛
の
見
た
大
髑
髏
・
馬
尾
の
鼠
　3

馬
の
尾
に
鼠
が
巣
を
作
る

＊
馬
の
尾
に
鼠
が
巣
を
作
る

＊
清
盛
の
前
に
現
れ
た
大
髑
髏

清
盛
の
前
に
現
れ
た
大
髑
髏

馬
の
尾
に
鼠
が
巣
を
作
る

★
雅
頼
の
若
侍
の
夢
見
を
聞
く

清
盛
と
若
侍

＊
大
庭
早
馬

夢
見
の
話
を
解
釈
す
る
成
頼

早
馬
で
頼
朝
挙
兵
の
知
ら
せ
が
届
く

　2
頼
朝
挙
兵
の
知
ら
せ
が
届
く

＊
頼
朝
挙
兵
の
知
ら
せ
が
届
く

＊
頼
朝
挙
兵
の
知
ら
せ
が
届
く

頼
朝
挙
兵
の
知
ら
せ
が
届
く

顔
を
合
わ
せ
る
侍
達

＊
朝
敵
揃

頼
朝
挙
兵
の
報
に
怒
る
清
盛
　2

頼
朝
挙
兵
の
報
に
怒
る
清
盛

＊
頼
朝
挙
兵
の
報
に
怒
る
清
盛

咸
陽
宮

太
子
丹
を
放
免
す
る
始
皇
帝
　2

太
子
丹
を
放
免
す
る
始
皇
帝

＊
荊
軻
を
大
臣
に
す
る
太
子
丹
　3

荊
軻
に
加
担
す
る
樊
於
期
　2

始
皇
帝
を
襲
う
荊
軻
　2

刀
を
持
っ
て
駆
け
寄
る
兵
達

＊
花
陽
夫
人
の
機
転
で
逃
げ
る
始
皇
帝

花
陽
夫
人
の
機
転
で
逃
げ
る
始
皇
帝

＊
花
陽
夫
人
の
機
転
で
逃
げ
る
始
皇
帝
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
四
号　

二
〇
一
六
年

文
覚
荒
行

竹
藪
で
苦
行
を
試
み
る
文
覚
　2

那
智
滝
で
苦
行
す
る
文
覚
　2

社
殿（
那
智
社
か
）

＊
那
智
滝
で
苦
行
す
る
文
覚

＊
那
智
滝
で
苦
行
す
る
文
覚

那
智
滝
で
苦
行
す
る
文
覚

苦
行
を
強
行
す
る
文
覚
　2

那
智
滝
で
苦
行
す
る
文
覚

＊
荒
行
を
成
就
す
る
文
覚

勧
進
帳

管
弦
中
に
勧
進
帳
を
読
上
げ
る
文
覚

抵
抗
し
て
暴
れ
る
文
覚

＊
管
弦
中
に
勧
進
帳
を
読
上
げ
る
文
覚

＊
管
弦
中
に
勧
進
帳
を
読
上
げ
る
文
覚

文
覚
被
流

抵
抗
し
て
暴
れ
る
文
覚

管
弦
の
楽

＊
抵
抗
し
て
暴
れ
る
文
覚

抵
抗
し
て
暴
れ
る
文
覚

取
り
押
さ
え
ら
れ
る
文
覚

引
立
て
ら
れ
る
文
覚
　2

観
音
へ
の
手
紙
を
代
筆
さ
せ
る
文
覚

流
罪
の
船
の
文
覚

＊
流
罪
の
船
の
文
覚

流
罪
の
船
の
文
覚

竜
神
を
𠮟
る
文
覚
　2

竜
神
を
𠮟
る
文
覚

＊
竜
神
を
𠮟
る
文
覚

＊
伊
豆
院
宣

頼
朝
に
挙
兵
を
勧
め
る
文
覚

頼
朝
に
挙
兵
を
勧
め
る
文
覚

＊
福
原
に
院
宣
を
も
ら
い
に
行
く
文
覚
　2

頼
朝
に
院
宣
を
渡
す
文
覚
　2

頼
朝
に
院
宣
を
渡
す
文
覚

＊
頼
朝
に
院
宣
を
渡
す
文
覚

＊
頼
朝
に
院
宣
を
渡
す
文
覚

富
士
川

東
国
へ
行
進
す
る
平
家
の
軍
勢

東
国
へ
行
進
す
る
平
家
の
軍
勢

女
と
別
れ
の
歌
を
詠
み
交
わ
す
忠
度
　3

女
と
別
れ
の
歌
を
詠
み
交
わ
す
忠
度

＊
富
士
川
に
軍
を
敷
く
平
家
勢

怖
気
づ
く
平
家
軍
　3

怖
気
づ
く
平
家
軍

＊
怖
気
づ
く
平
家
軍

＊
水
鳥
の
羽
音
に
逃
げ
出
す
平
家
軍
（

4）
水
鳥
の
羽
音
に
逃
げ
出
す
平
家
軍

＊
水
鳥
の
羽
音
に
逃
げ
出
す
平
家
軍

＊
水
鳥
の
羽
音
に
逃
げ
出
す
平
家
軍

水
鳥
の
羽
音
に
逃
げ
出
す
平
家
軍

　
八
幡
大
菩
薩
に
感
謝
す
る
頼
朝

五
節
之
沙
汰

敗
戦
の
詮
議
を
す
る
平
家
の
人
々
　2

敗
戦
の
詮
議
を
す
る
平
家
の
人
々

＊
敗
戦
の
詮
議
を
す
る
平
家
の
人
々

敗
戦
の
詮
議
を
す
る
平
家
の
人
々

福
原
の
新
内
裏
に
入
る
安
徳
天
皇

福
原
の
新
内
裏
の
安
徳
天
皇
か

＊
都
還

京
都
へ
還
る
人
々
　3

京
都
へ
還
る
安
徳
天
皇
の
一
行

近
江
進
軍
を
命
じ
る
清
盛
か

＊
近
江
へ
進
軍
す
る
平
家
勢

近
江
へ
進
軍
す
る
平
家
勢

＊
奈
良
炎
上

奈
良
か
ら
逃
げ
帰
る
忠
成
　2

首
を
晒
さ
れ
る
兼
康
の
兵
達

奈
良
へ
進
軍
し
戦
う
平
家
軍
　2

興
福
寺
衆
徒
と
戦
う
平
家
軍

＊
奈
良
へ
進
軍
す
る
平
家
軍

＊
興
福
寺
衆
徒
と
戦
う
平
家
軍

戦
う
平
家
軍
と
炎
上
す
る
民
家

炎
上
す
る
東
大
寺
大
仏
殿

炎
上
す
る
東
大
寺
大
仏
殿
か

＊
炎
上
す
る
東
大
寺
大
仏
殿

清
盛
に
戦
果
を
報
告
す
る
重
衡
　2

巻
六
　
章
段

林
原
美
術
館
蔵
　
絵
巻

明
暦
二
年
　
版
本

真
田
宝
物
館
蔵
　
絵
本

明
星
大
学
蔵
　
絵
本

根
津
美
術
館
蔵
　
扇
面
（
上
～
中
）

新
院
崩
御

静
ま
り
返
る
清
涼
殿
と
参
内
し
た
成
宝

御
簾
の
降
り
た
室
内

＊
経
を
読
む
僧
侶
達

＊
経
を
読
む
僧
侶
達

＊
高
倉
上
皇
崩
御
を
悲
し
む
女
房
達
　4

紅
葉

紅
葉
を
楽
し
む
高
倉
上
皇

＊
紅
葉
を
焚
い
て
し
ま
う
下
部
た
ち

＊
紅
葉
を
焚
い
て
し
ま
う
下
部
た
ち

紅
葉
を
焚
い
て
し
ま
う
下
部
た
ち

葉
を
落
と
し
た
紅
葉
を
見
る
高
倉
天
皇
　2

下
部
に
事
情
を
聞
く

＊
荷
を
奪
わ
れ
た
少
女
を
助
け
る
天
皇
　3
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新
出
の
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
つ
い
て　
　
　

山
本
陽
子

葵
前

高
倉
天
皇
に
進
言
す
る
隆
房

横
た
わ
る
天
皇
に
進
言
す
る
隆
房

＊
高
倉
天
皇
に
進
言
す
る
隆
房
か

葵
前
に
文
を
送
る
天
皇
　2

葵
前
に
手
紙
を
送
る
天
皇

天
皇
の
文
を
見
る
葵
前

＊
天
皇
の
文
を
見
る
葵
前

＊
小
督

小
督
に
文
を
送
る
隆
房

仲
国
に
小
督
を
尋
ね
さ
せ
る
天
皇
　2

仲
国
に
小
督
を
尋
ね
さ
せ
る
天
皇

＊
仲
国
に
小
督
を
尋
ね
さ
せ
る
天
皇

小
督
を
探
し
あ
て
る
仲
国
　4

小
督
を
探
し
あ
て
る
仲
国

＊
小
督
を
探
し
あ
て
る
仲
国

＊
小
督
を
探
し
あ
て
る
仲
国

小
督
を
探
し
あ
て
る
仲
国

小
督
の
返
事
を
預
か
る
仲
国
　2

小
督
の
返
事
を
預
か
る
仲
国

＊
返
事
を
読
む
高
倉
天
皇

内
裏
へ
向
か
う
小
督

内
裏
へ
向
か
う
小
督

内
裏
へ
戻
っ
た
小
督

＊
剃
髪
さ
せ
ら
れ
る
小
督
　2

高
倉
上
皇
の
崩
御
を
嘆
く
後
白
河
上
皇

廻
文

清
盛
が
厳
島
の
姫
君
を
法
皇
に
送
る

平
家
追
討
を
企
て
る
木
曽
義
仲
　2

平
家
追
討
を
企
て
る
木
曽
義
仲

＊
平
家
追
討
を
企
て
る
木
曽
義
仲

飛
脚
到
来

義
仲
蜂
起
の
知
ら
せ
が
清
盛
に
届
く

協
議
す
る
侍
達

＊
義
仲
蜂
起
の
知
ら
せ
が
清
盛
に
届
く

兵
乱
鎮
圧
の
祈
願
が
行
わ
れ
る
　2

義
基
邸
を
攻
め
る
平
家
軍
　2

出
陣
す
る
兵
士
達

＊
義
基
邸
を
攻
め
る
平
家
軍

館
を
襲
う
兵
士
達

＊
西
海
の
謀
反
の
知
ら
せ
を
受
け
る
清
盛

門
前
で
戦
う
兵
達
と
室
内
の
男
女

＊
西
寂
を
攻
め
る
河
野
通
信

＊
入
道
逝
去

源
氏
追
討
を
命
じ
る
後
白
河
法
皇
　2

熱
病
に
罹
り
水
風
呂
に
入
る
清
盛
　2

病
付
く
清
盛

＊
熱
病
に
罹
り
水
風
呂
に
入
る
清
盛

＊
遺
言
を
語
る
清
盛
　2

遺
言
を
語
る
清
盛

悶
死
す
る
清
盛
と
弔
問
の
人
々
　2

板
の
間
で
水
を
浴
び
る
清
盛

＊
清
盛
の
死
に
弔
問
す
る
人
々

経
島

葬
送
の
夜
の
変
事
と
捕
ま
っ
た
人
々
　3

葬
送
の
夜
に
騒
ぐ
人
々

＊
葬
送
の
夜
の
変
事

捕
ま
っ
て
事
情
を
聞
か
れ
る
人
々

＊
捕
ま
っ
て
事
情
を
聞
か
れ
る
人
々

経
島
の
造
営
工
事

慈
心
房

閻
魔
王
の
宣
旨
を
読
む
尊
恵

閻
魔
王
宮
へ
の
迎
え
の
車
と
尊
恵

閻
魔
王
宮
の
尊
恵

閻
魔
王
宮
の
尊
恵

＊
閻
魔
王
宮
の
尊
恵

尊
恵
を
迎
え
る
菩
薩
達

＊
清
盛
に
こ
の
夢
を
語
る
尊
恵
　2

清
盛
に
こ
の
夢
を
語
る
尊
恵

祇
園
女
御

白
河
法
皇
の
前
に
異
形
の
者
が
出
現

異
形
の
油
坊
主
を
捕
え
る
忠
盛

異
形
の
油
坊
主
を
捕
え
る
忠
盛

＊
異
形
の
油
坊
主
を
捕
え
る
忠
盛

異
形
の
油
坊
主
を
捕
え
る
忠
盛

異
形
の
油
坊
主
を
捕
え
る
忠
盛

法
皇
と
歌
を
詠
み
交
わ
す
忠
盛

法
皇
と
歌
を
詠
み
交
わ
す
忠
盛
か

＊
洲
股
合
戦

法
住
寺
殿
へ
渡
御
を
勧
め
る
宗
盛
　2

大
仏
殿
の
起
工
式
を
行
う
行
隆

源
氏
と
尾
張
川
を
挟
ん
で
戦
う
知
盛
　2

源
氏
と
尾
張
川
を
挟
ん
で
戦
う
知
盛

源
氏
と
尾
張
川
を
挟
ん
で
戦
う
知
盛

源
氏
と
尾
張
川
を
挟
ん
で
戦
う
知
盛

源
氏
と
尾
張
川
を
挟
ん
で
戦
う
知
盛

矢
作
川
の
陣
で
平
家
を
迎
え
る
源
氏

嗄
声

黒
雲
に
覆
わ
れ
落
馬
し
死
ぬ
助
長
　3

黒
雲
に
覆
わ
れ
落
馬
し
死
ぬ
助
長

黒
雲
に
覆
わ
れ
落
馬
し
死
ぬ
助
長

黒
雲
に
覆
わ
れ
落
馬
し
死
ぬ
助
長

助
長
頓
死
の
知
ら
せ
を
聞
く
平
家
　2

配
流
よ
り
戻
り
楽
を
披
露
す
る
師
長
ら
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
四
号　

二
〇
一
六
年

横
田
河
原
合
戦

内
裏
で
大
仁
王
会
が
行
わ
れ
る
　4

日
吉
社
に
お
け
る
法
華
経
転
読
供
養

内
裏
を
固
め
る
平
家
軍
　3

内
裏
を
固
め
る
平
家
軍

還
御
す
る
法
皇
と
迎
え
る
重
衡
軍
　4

日
吉
社
に
行
幸
す
る
法
皇

＊
偽
り
の
赤
旗
を
揚
げ
る
義
仲
軍

横
田
河
原
で
対
峙
す
る
両
軍

謀
ら
れ
て
敗
走
す
る
平
家
軍

謀
ら
れ
て
敗
走
す
る
平
家
軍

宗
盛
の
昇
進
に
華
や
ぐ
六
波
羅

法
住
寺
殿
に
行
幸
す
る
安
徳
天
皇

巻
七
　
章
段

林
原
美
術
館
蔵
　
絵
巻

明
暦
二
年
　
版
本

真
田
宝
物
館
蔵
　
絵
本

明
星
大
学
蔵
　
絵
本

根
津
美
術
館
蔵
　
扇
面
（
中
）

北
国
下
向

鎧
姿
の
武
者
と
対
面
す
る
若
武
者

＊
義
仲
と
人
質
に
な
る
息
子
と
の
別
れ

義
仲
と
人
質
に
な
る
息
子
と
の
別
れ

義
仲
と
人
質
に
な
る
息
子
と
の
別
れ

人
質
の
義
仲
の
息
子
と
対
面
す
る
頼
朝

義
仲
追
討
に
北
国
へ
下
る
平
家
軍
　2

門
前
で
旗
を
掲
げ
る
軍
勢

＊
民
家
か
ら
略
奪
す
る
平
家
軍

＊
義
仲
追
討
の
た
め
北
国
へ
下
る
平
家
軍

竹
生
島
へ
船
を
出
さ
せ
る
経
正

竹
生
島
詣

弁
財
天
社
の
前
で
琵
琶
を
弾
く
経
正
　2

弁
財
天
社
の
前
で
琵
琶
を
弾
く
経
正

弁
財
天
社
の
前
で
琵
琶
を
弾
く
経
正

＊
弁
財
天
社
の
前
で
琵
琶
を
弾
く
経
正

弁
財
天
社
を
詣
で
る
経
正

火
打
合
戦

城
内
の
義
仲
勢

＊
火
打
城
を
攻
め
あ
ぐ
ね
る
平
家
軍

　2
火
打
城
を
攻
め
あ
ぐ
ね
る
平
家
軍

＊
火
打
城
を
攻
め
あ
ぐ
ね
る
平
家
軍

火
打
城
を
攻
め
あ
ぐ
ね
る
平
家
軍

火
打
城
を
攻
め
あ
ぐ
ね
る
平
家
軍

鏑
矢
で
攻
略
法
を
教
え
る
斎
明
　3

水
を
落
と
し
て
攻
め
込
む
平
家
軍
　3

篠
原
で
対
峙
す
る
源
平
両
軍
　2

木
曽
願
書

覚
明
に
願
書
を
書
か
せ
る
義
仲
　2

覚
明
に
願
書
を
書
か
せ
る
義
仲

覚
明
に
願
書
を
書
か
せ
る
義
仲

＊
覚
明
に
願
書
を
書
か
せ
る
義
仲

覚
明
に
願
書
を
書
か
せ
る
義
仲

八
幡
社
に
勝
利
を
祈
願
す
る
義
仲

俱
利
伽
羅
落

対
峙
し
た
ま
ま
日
暮
れ
を
待
つ
義
仲
軍

対
峙
し
た
ま
ま
日
暮
れ
を
待
つ
義
仲
軍

平
家
を
俱
利
伽
羅
谷
へ
追
い
落
と
す
　2

平
家
を
俱
利
伽
羅
谷
へ
追
い
落
と
す

平
家
を
俱
利
伽
羅
谷
へ
追
い
落
と
す

平
家
を
俱
利
伽
羅
谷
へ
追
い
落
と
す

平
家
を
俱
利
伽
羅
谷
へ
追
い
落
と
す

首
を
切
ら
れ
る
斎
明
　3

氷
見
の
湊
を
馬
で
攻
め
込
む
義
仲
軍
　3

篠
原
合
戦

仲
間
達
と
覚
悟
を
し
あ
う
斎
藤
実
盛
　2

仲
間
達
と
覚
悟
を
し
あ
う
斎
藤
実
盛

畠
山
勢
と
今
井
勢
の
決
戦

助
け
た
行
重
に
討
た
れ
る
長
綱
　2

助
け
た
行
重
に
討
た
れ
る
長
綱

助
け
た
行
重
に
討
た
れ
る
長
綱

＊
行
重
を
助
け
て
や
っ
た
長
綱

立
っ
た
ま
ま
討
死
す
る
有
国

実
盛
最
期

手
塚
主
従
に
討
た
れ
る
実
盛
・
首
実
検
　2

手
塚
主
従
に
討
た
れ
る
実
盛

手
塚
主
従
に
討
た
れ
る
実
盛

手
塚
主
従
に
討
た
れ
る
実
盛

実
盛
の
首
実
検
を
す
る
義
仲

＊
実
盛
の
首
実
検
を
す
る
義
仲

実
盛
の
首
を
洗
わ
せ
る
義
仲

玄
昉

戦
死
者
を
弔
う
都
の
人
々
　2

戦
死
者
を
弔
う
都
の
人
々

＊
玄
昉
の
首
を
持
ち
去
る
広
嗣
の
亡
霊

興
福
寺
に
降
っ
た
玄
昉
の
髑
髏

興
福
寺
に
降
っ
た
玄
昉
の
髑
髏

＊
興
福
寺
に
降
っ
た
玄
昉
の
髑
髏

＊
興
福
寺
に
降
っ
た
玄
昉
の
髑
髏

木
曽
山
門
牒
状

義
仲
は
山
門
へ
の
牒
状
を
書
か
せ
る

門
前
の
武
士
達

＊
（
聖
主
臨
幸
①
か
）

義
仲
は
山
門
へ
の
牒
状
を
書
か
せ
る

＊
義
仲
は
山
門
へ
の
牒
状
を
書
か
せ
る

鎧
武
者
達
と
三
人

＊
（
聖
主
臨
幸
①
か
）

山
門
返
牒

山
門
は
義
仲
に
加
担
の
返
牒
を
す
る

読
経
す
る
僧
達
と
書
状
を
囲
む
僧
侶
達

山
門
は
義
仲
に
加
担
の
返
牒
を
す
る

＊
山
門
は
義
仲
に
加
担
の
返
牒
を
す
る

山
門
の
返
牒
を
読
む
義
仲

平
家
山
門
連
署

平
家
も
山
門
に
連
署
で
願
書
を
出
す

平
家
か
ら
願
書
を
受
け
取
る
明
雲
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新
出
の
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
つ
い
て　
　
　

山
本
陽
子

日
吉
社
に
平
家
の
願
書
を
出
す
明
雲

平
家
の
願
書
を
読
む
山
門
の
僧
侶
達

＊
主
上
都
落

源
氏
に
怯
え
荷
造
り
す
る
平
家
の
人
々

義
仲
を
迎
え
討
つ
た
め
集
ま
る
平
家

建
礼
門
院
に
都
落
ち
を
進
言
す
る
宗
盛

建
礼
門
院
に
都
落
ち
を
進
言
す
る
宗
盛

後
白
河
法
皇
の
行
方
を
捜
す
宗
盛
　2

出
発
す
る
安
徳
天
皇
　2

出
発
す
る
安
徳
天
皇

都
落
ち
の
列
か
ら
抜
け
る
藤
原
基
通

出
発
す
る
天
皇
と
列
か
ら
抜
け
る
基
通

列
か
ら
抜
け
た
基
通

維
盛
都
落

家
族
に
縋
ら
れ
出
発
し
か
ね
る
維
盛
　2

家
族
に
縋
ら
れ
出
発
し
か
ね
る
維
盛

＊
遅
れ
た
維
盛
に
催
促
す
る
平
氏

遅
れ
た
維
盛
に
催
促
す
る
平
氏

＊
遅
れ
た
維
盛
に
催
促
す
る
平
氏

遅
れ
た
維
盛
に
催
促
す
る
平
氏

遅
れ
た
維
盛
に
催
促
す
る
平
氏

維
盛
に
追
い
す
が
る
斎
藤
兄
弟

平
家
に
焼
き
払
わ
れ
る
京
の
家
々

聖
主
臨
幸

関
東
武
者
の
命
乞
い
を
す
る
知
盛
　2

書
状
の
作
成

＊
（
木
曽
山
門
牒
状
①
か
）

関
東
武
者
の
命
乞
い
を
す
る
知
盛

＊
協
議
す
る
僧

＊
（
山
門
返
牒
状
①
か
）

忠
度
都
落

藤
原
俊
成
に
和
歌
を
差
し
出
す
忠
度
　2

藤
原
俊
成
に
和
歌
を
差
し
出
す
忠
度

藤
原
俊
成
に
和
歌
を
差
し
出
す
忠
度

＊
藤
原
俊
成
に
和
歌
を
差
し
出
す
忠
度

藤
原
俊
成
に
和
歌
を
差
し
出
す
忠
度

経
正
都
落

経
正
は
法
親
王
に
琵
琶
を
返
す

経
正
は
法
親
王
に
琵
琶
を
返
す

経
正
は
法
親
王
に
琵
琶
を
返
す

＊
経
正
は
法
親
王
に
琵
琶
を
返
す

経
正
は
法
親
王
に
琵
琶
を
返
す

経
正
を
見
送
る
法
親
王

　2
青
山
之
沙
汰

宇
佐
八
幡
で
名
器
青
山
を
弾
く
経
正

村
上
天
皇
に
秘
曲
を
授
け
る
廉
承
武

村
上
天
皇
に
秘
曲
を
授
け
る
廉
承
武

＊
村
上
天
皇
に
秘
曲
を
授
け
る
廉
承
武

＊
村
上
天
皇
に
秘
曲
を
授
け
る
廉
承
武

居
並
ぶ
公
卿
た
ち

＊
一
門
都
落

都
落
ち
す
る
一
門

＊
都
落
ち
す
る
一
門

一
行
か
ら
途
中
で
引
き
返
す
頼
盛
　2

一
行
か
ら
途
中
で
引
き
返
す
頼
盛

常
盤
殿
に
命
乞
い
す
る
頼
盛

平
家
の
一
行
に
追
い
つ
く
維
盛
兄
弟

平
家
の
一
行
に
追
い
つ
く
維
盛
兄
弟
か

＊
宗
盛
に
進
言
す
る
貞
能

宗
盛
に
進
言
す
る
貞
能
か

重
盛
の
墓
前
で
嘆
く
貞
能
　2

重
盛
の
墓
前
で
嘆
く
貞
能

＊
福
原
落

宗
盛
に
忠
誠
を
誓
う
平
家
の
人
々

福
原
の
御
所
を
見
て
回
る
人
々

福
原
に
火
を
放
ち
船
を
出
す
平
家
一
門
　2

福
原
に
火
を
放
ち
船
を
出
す
平
家
一
門

福
原
か
ら
船
を
出
す
平
家
一
門

福
原
に
火
を
放
ち
船
を
出
す
平
家
一
門

巻
八
　
章
段

林
原
美
術
館
蔵
　
絵
巻

明
暦
二
年
　
版
本

真
田
宝
物
館
蔵
　
絵
本

明
星
大
学
蔵
　
絵
本

根
津
美
術
館
蔵
　
扇
面
（
中
）

山
門
御
幸

後
白
河
法
皇
は
比
叡
山
に
遁
れ
る

　3
比
叡
山
に
詰
め
か
け
た
貴
族
達

守
護
す
る
源
氏
の
一
団

＊
比
叡
山
か
ら
還
御
す
る
後
白
河
法
皇

＊
比
叡
山
か
ら
還
御
す
る
後
白
河
法
皇

＊
比
叡
山
か
ら
還
御
す
る
後
白
河
法
皇

戻
っ
て
義
仲
ら
に
院
宣
を
下
す
法
皇

院
宣
を
受
け
る
義
仲
と
行
家

法
皇
に
懐
く
第
四
皇
子
　2

法
皇
に
懐
く
第
四
皇
子

＊
法
皇
に
懐
く
第
四
皇
子

範
光
の
叙
位
を
沙
汰
す
る
後
鳥
羽
天
皇

名
虎

安
楽
寺
に
参
集
し
歌
を
詠
む
平
家
　2

皇
位
継
承
の
競
馬
を
見
守
る
公
卿
達

皇
位
継
承
の
競
馬
を
見
守
る
公
卿
達

皇
位
継
承
の
競
馬
を
見
守
る
公
卿
達

皇
位
継
承
の
相
撲
の
能
雄
と
名
虎

皇
位
継
承
の
相
撲
の
能
雄
と
名
虎

皇
位
継
承
の
相
撲
の
能
雄
と
名
虎

皇
位
継
承
の
相
撲
の
能
雄
と
名
虎
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【
人
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四
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二
〇
一
六
年

恵
亮
の
祈
り
に
よ
っ
て
勝
利
す
る
能
雄
　2

宇
佐
行
幸

第
四
皇
子
の
即
位
を
聞
く
平
家
一
門

筑
紫
の
仮
御
所
　2

宇
佐
八
幡
へ
行
幸
し
た
平
家
一
門

宇
佐
八
幡
へ
行
幸
し
た
平
家
一
門

宇
佐
八
幡
へ
行
幸
し
た
平
家
一
門

宇
佐
八
幡
へ
行
幸
し
た
平
家
一
門

宇
佐
八
幡
へ
行
幸
し
た
平
家
一
門

大
宰
府
に
戻
っ
た
安
徳
天
皇

＊
名
月
に
都
を
し
の
ぶ
平
家
一
門
　2

緒
環

平
家
追
い
出
し
を
下
知
さ
れ
る
維
義

維
義
の
祖
先
の
女
と
相
手
の
男
　3

維
義
の
祖
先
の
女
と
相
手
の
男

正
体
を
現
す
大
蛇
と
維
義
の
祖
先
の
女

正
体
を
現
す
大
蛇
と
維
義
の
祖
先
の
女

正
体
を
現
す
大
蛇
と
維
義
の
祖
先
の
女

女
と
大
蛇
の
間
に
生
ま
れ
た
皸
大
太

大
宰
府
落

説
得
に
来
た
資
盛
を
追
い
返
す
維
義

使
者
維
村
に
説
き
聞
か
せ
る
時
忠

維
義
方
を
攻
め
る
平
家
勢

雨
中
、
大
宰
府
を
落
ち
行
く
平
家
一
門

大
宰
府
を
落
ち
行
く
平
家
一
門

大
宰
府
を
落
ち
行
く
平
家
一
門

雨
中
、
大
宰
府
を
落
ち
行
く
平
家
一
門

大
宰
府
を
落
ち
行
く
平
家
一
門（
錯
簡
）

平
家
を
迎
え
入
れ
る
兵
藤
次
秀
遠

流
離
う
平
家
の
船
か
ら
入
水
す
る
清
経

流
離
う
平
家
の
船
か
ら
入
水
す
る
清
経

流
離
う
平
家
の
船
か
ら
入
水
す
る
清
経

屋
島
沖
で
暮
ら
す
平
家
一
門

　2
征
夷
将
軍
院
宣

院
宣
を
受
け
取
る
三
浦
義
澄

院
宣
を
受
け
取
る
三
浦
義
澄

院
宣
を
受
け
取
る
三
浦
義
澄

引
き
出
物
を
受
け
取
る
康
定
　2

康
定
に
対
面
す
る
頼
朝

康
定
に
対
面
す
る
頼
朝

康
定
に
対
面
す
る
頼
朝

康
定
に
対
面
す
る
頼
朝

引
き
出
物
を
受
け
取
る
康
定
　2

猫
間

法
皇
に
報
告
す
る
康
定

義
仲
に
食
事
を
出
さ
れ
る
猫
間
中
納
言

義
仲
と
猫
間
中
納
言

＊
義
仲
に
食
事
を
出
さ
れ
る
猫
間
中
納
言

義
仲
の
牛
車
と
追
う
兼
平

牛
車
と
騎
馬
の
一
行

＊
義
仲
の
牛
車
と
追
う
兼
平

牛
車
の
後
ろ
か
ら
降
り
る
義
仲

水
島
合
戦

船
を
出
す
平
家
追
討
軍
と
平
家
の
使
者

源
平
入
り
乱
れ
て
の
船
戦

源
平
入
り
乱
れ
て
の
船
戦

源
平
入
り
乱
れ
て
の
船
戦

源
平
入
り
乱
れ
て
の
船
戦

源
平
入
り
乱
れ
て
の
船
戦

瀬
尾
最
期

瀬
尾
兼
康
が
謀
で
倉
光
三
郎
を
殺
す
　2

瀬
尾
兼
康
が
謀
で
倉
光
三
郎
を
殺
す

瀬
尾
兼
康
が
謀
で
倉
光
三
郎
を
殺
す

館
で
老
兵
を
集
め
る
瀬
尾
兼
康

瀬
尾
追
討
に
進
軍
す
る
今
井
兼
平
　2

城
中
の
瀬
尾
勢
を
攻
め
る
今
井
兼
平

城
中
の
瀬
尾
勢
を
攻
め
る
今
井
兼
平

＊
城
中
の
瀬
尾
勢
を
攻
め
る
今
井
兼
平

城
中
の
瀬
尾
勢
を
攻
め
る
今
井
兼
平

退
却
す
る
瀬
尾
勢
を
追
う
今
井
勢

　2
退
却
す
る
瀬
尾
勢
を
追
う
今
井
勢

＊
倉
光
次
郎
を
水
中
で
仕
留
め
る
瀬
尾
　2

倉
光
次
郎
を
水
中
で
仕
留
め
る
瀬
尾

倉
光
次
郎
を
水
中
で
仕
留
め
る
瀬
尾

息
子
小
太
郎
を
案
ず
る
瀬
尾
兼
康
　3

奮
戦
す
る
瀬
尾
兼
康
親
子
と
郎
党
　3

奮
戦
す
る
瀬
尾
兼
康

＊
奮
戦
す
る
瀬
尾
兼
康
親
子
と
郎
党

室
山
合
戦

進
軍
す
る
義
仲
勢
と
遁
れ
る
行
家
勢
　2

行
家
勢
を
取
り
囲
ん
で
戦
う
平
家
軍

行
家
勢
を
取
り
囲
ん
で
戦
う
平
家
軍

行
家
勢
を
取
り
囲
ん
で
戦
う
平
家
軍

行
家
勢
を
取
り
囲
ん
で
戦
う
平
家
軍

船
で
河
内
長
野
に
逃
れ
る
行
家
主
従

鼓
判
官

使
者
の
鼓
判
官
を
侮
る
義
仲
　3

使
者
の
鼓
判
官
を
侮
る
義
仲

義
仲
追
討
を
進
言
す
る
知
康
　3

義
仲
に
降
参
を
進
言
す
る
今
井
兼
平

義
仲
に
降
参
を
進
言
す
る
今
井
兼
平

＊
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共
同
研
究
報
告　

新
出
の
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
つ
い
て　
　
　

山
本
陽
子

法
住
寺
合
戦

法
住
寺
の
知
康
と
攻
寄
せ
る
義
仲
軍
　2

法
住
寺
の
知
康
と
攻
寄
せ
る
義
仲
軍

法
住
寺
の
知
康
と
攻
寄
せ
る
義
仲
軍

法
住
寺
の
知
康
と
攻
寄
せ
る
義
仲
軍

法
住
寺
の
知
康
と
攻
寄
せ
る
義
仲
軍

法
住
寺
炎
上
と
攻
め
か
け
る
義
仲
軍
　3

法
皇
方
の
敗
走
と
輿
で
遁
れ
る
法
皇
　4

法
住
寺
炎
上
と
輿
で
遁
れ
る
法
皇

裸
の
頼
輔
。
船
上
の
後
鳥
羽
天
皇
　4

船
上
の
後
鳥
羽
天
皇

奮
戦
す
る
仲
兼
勢
　4

落
ち
の
び
る
仲
兼
主
従
　4

仲
兼
が
討
た
れ
た
と
思
い
泣
く
仲
頼

＊
六
条
河
原
の
首
と
勝
鬨
を
挙
げ
る
義
仲

法
皇
に
明
雲
ら
の
死
を
伝
え
る
脩
範
　2

思
い
上
が
る
義
仲
を
諫
め
る
覚
明

思
い
上
が
る
義
仲
を
諫
め
る
覚
明

＊
思
い
上
が
る
義
仲
を
諫
め
る
覚
明

＊
思
い
上
が
る
義
仲
を
諫
め
る
覚
明

熱
田
に
留
ま
る
範
頼
・
義
経
軍
　2

知
康
を
非
難
す
る
頼
朝
　2

知
康
を
非
難
す
る
頼
朝
か

＊
義
仲
の
申
出
を
協
議
す
る
平
家
一
門

師
家
を
摂
政
に
つ
け
る
義
仲
　2

巻
九
　
章
段

林
原
美
術
館
蔵
　
絵
巻

明
暦
二
年
　
版
本

真
田
宝
物
館
蔵
　
絵
本

明
星
大
学
蔵
　
絵
本

根
津
美
術
館
蔵
　
扇
面
」（
中
～
下
）

小
朝
拝

屋
島
で
新
年
を
迎
え
る
平
家
一
門

正
月
を
迎
え
た
仮
御
所
か

正
月
を
迎
え
た
仮
御
所
か

＊
宇
治
川

景
季
に
磨
墨
を
与
え
る
頼
朝

生
食
を
下
賜
さ
れ
る
高
綱
　2

生
食
を
下
賜
さ
れ
る
高
綱
　

生
食
を
下
賜
さ
れ
る
高
綱
　

生
食
を
下
賜
さ
れ
る
高
綱
　

　
生
食
に
気
づ
く
景
季

生
食
に
気
づ
く
景
季

生
食
に
気
づ
く
景
季

景
季
に
言
い
つ
く
ろ
う
高
綱

景
季
に
言
い
つ
く
ろ
う
高
綱

＊
景
季
に
言
い
つ
く
ろ
う
高
綱

＊
景
季
と
高
綱
の
宇
治
川
の
先
陣
争
い

景
季
と
高
綱
の
宇
治
川
の
先
陣
争
い

＊
景
季
と
高
綱
の
宇
治
川
の
先
陣
争
い

景
季
と
高
綱
の
宇
治
川
の
先
陣
争
い

景
季
と
高
綱
の
宇
治
川
の
先
陣
争
い

先
陣
の
名
乗
り
を
上
げ
る
高
綱
．
重
親
　2

徒
歩
の
先
陣
と
な
る
重
親

徒
歩
の
先
陣
と
な
る
重
親

敗
走
す
る
木
曽
軍
　2

河
原
合
戦

戦
陣
日
記
に
目
を
通
す
頼
朝

出
立
に
女
と
別
れ
を
惜
し
む
義
仲
　2

出
立
に
女
と
別
れ
を
惜
し
む
義
仲

＊
出
立
に
女
と
別
れ
を
惜
し
む
義
仲

義
仲
軍
と
戦
う
東
国
勢
　2

御
所
に
参
上
す
る
義
経

＊
御
所
に
合
戦
の
様
子
を
伝
え
る
義
経
　2

法
皇
と
公
卿
た
ち

＊
御
所
に
合
戦
の
様
子
を
伝
え
る
義
経

＊
御
所
に
合
戦
の
様
子
を
伝
え
る
義
経

戦
い
つ
つ
落
ち
て
ゆ
く
義
仲
主
従
　2

戦
い
つ
つ
落
ち
て
ゆ
く
義
仲
主
従

木
曽
最
期

今
井
兼
平
と
再
会
す
る
義
仲

　2
東
国
軍
に
追
わ
れ
る
義
仲
勢

東
国
軍
と
奮
戦
す
る
義
仲
勢

＊
東
国
軍
と
奮
戦
す
る
義
仲
勢

別
れ
際
に
師
重
の
首
を
捻
じ
切
る
巴
　2

別
れ
際
に
師
重
の
首
を
捻
じ
切
る
巴

＊
別
れ
際
に
師
重
の
首
を
捻
じ
切
る
巴

別
れ
際
に
師
重
の
首
を
捻
じ
切
る
巴

義
仲
と
の
別
れ
際
に
師
重
と
闘
う
巴

義
仲
に
自
害
を
勧
め
る
兼
平
　2

泥
田
で
討
ち
取
ら
れ
る
義
仲
　2

壮
絶
な
自
害
を
す
る
兼
平

＊
泥
田
で
討
ち
取
ら
れ
る
義
仲

＊
泥
田
で
討
ち
取
ら
れ
る
義
仲

泥
田
で
討
ち
取
ら
れ
る
義
仲

壮
絶
な
自
害
を
す
る
兼
平

泥
田
で
討
ち
取
ら
れ
る
義
仲

＊
壮
絶
な
自
害
を
す
る
兼
平

壮
絶
な
自
害
を
す
る
兼
平

樋
口
被
斬

義
仲
と
兼
平
の
死
を
聞
く
兼
光
　2

名
乗
り
挙
げ
て
戦
い
討
た
れ
る
光
広
　2

残
党
を
集
め
て
戦
う
兼
光

＊
残
党
を
集
め
て
戦
う
兼
光

降
伏
を
勧
め
ら
れ
る
樋
口
兼
光
　3

降
伏
し
た
樋
口
兼
光

＊
引
き
回
さ
れ
る
義
仲
の
首
と
兼
光

引
き
回
さ
れ
る
義
仲
の
首
と
兼
光

＊
一
の
谷
に
布
陣
し
た
平
家
軍

一
の
谷
に
布
陣
し
た
平
家
軍
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文
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化
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二
〇
一
六
年

六
箇
度
合
戦

四
国
の
兵
船
を
追
い
払
う
教
経
勢

福
良
に
攻
め
寄
せ
た
教
経
勢
　2

二
騎
に
な
る
ま
で
戦
っ
て
逃
げ
る
通
信
　5

二
騎
に
な
る
ま
で
戦
っ
て
逃
げ
る
通
信

＊
二
騎
に
な
る
ま
で
戦
っ
て
逃
げ
る
通
信

忠
景
勢
に
攻
め
か
か
る
教
経
勢
　2

忠
景
勢
に
攻
め
か
か
る
教
経
勢

安
摩
・
園
部
の
兵
を
討
ち
取
る
教
経
　2

安
摩
・
園
部
の
兵
を
討
ち
取
る
教
経

通
信
ら
源
氏
勢
を
追
い
散
ら
す
教
経
　2

通
信
ら
源
氏
勢
を
追
い
散
ら
す
教
経

三
草
勢
揃

院
の
御
所
に
参
上
し
た
範
頼
と
義
経

院
の
御
所
に
参
上
し
た
範
頼
と
義
経

清
盛
の
忌
日
に
仏
事
を
営
む
平
家
一
門

福
原
で
除
目
の
沙
汰
を
す
る
宗
盛

妻
子
を
思
い
泣
く
維
盛
　2

西
へ
進
軍
す
る
範
頼
軍
　2

西
へ
進
軍
す
る
範
頼
軍
と
義
経
軍

西
へ
進
軍
す
る
義
経
軍

＊
西
へ
進
軍
す
る
範
頼
軍
と
義
経
軍

小
野
原
に
布
陣
す
る
義
経
軍

三
草
合
戦

民
家
を
焼
き
夜
討
ち
に
進
む
義
経
軍
　2

民
家
を
焼
き
夜
討
ち
に
進
む
義
経
軍

平
家
陣
に
な
だ
れ
込
む
源
氏
軍

夜
討
で
平
家
陣
に
な
だ
れ
込
む
源
氏
軍

夜
討
で
平
家
陣
に
な
だ
れ
込
む
源
氏
軍

夜
討
で
平
家
陣
に
な
だ
れ
込
む
源
氏
軍

船
で
屋
島
へ
渡
る
資
盛
た
ち
　2

老
馬

出
陣
を
応
諾
す
る
教
経
　2

通
盛
を
諫
め
る
教
経

敵
襲
に
備
え
る
教
経
勢
　2

平
家
軍
の
陣

＊
敵
襲
に
備
え
る
教
経
勢

＊
老
馬
を
案
内
に
山
道
を
行
く
義
経
軍
　2

老
馬
を
案
内
に
山
道
を
行
く
義
経
軍

老
馬
を
案
内
に
山
道
を
行
く
義
経
軍

猟
師
に
道
案
内
を
命
じ
る
義
経

猟
師
に
道
案
内
を
命
じ
る
義
経

＊
猟
師
に
道
案
内
を
命
じ
る
義
経

＊
猟
師
に
道
案
内
を
命
じ
る
義
経

猟
師
に
道
案
内
を
命
じ
る
義
経

一
二
之
駆

平
山
季
重
の
様
子
を
聞
く
熊
谷
直
実
　2

平
家
の
木
戸
口
で
名
乗
る
熊
谷
父
子

平
家
の
木
戸
で
熊
谷
に
追
い
つ
く
季
重

平
家
の
木
戸
で
熊
谷
に
追
い
つ
く
季
重

奮
戦
す
る
熊
谷
父
子
と
季
重

奮
戦
す
る
熊
谷
父
子
と
季
重

奮
戦
す
る
熊
谷
父
子
と
季
重

奮
戦
す
る
熊
谷
父
子
と
季
重

徒
歩
で
戦
う
熊
谷
父
子
　3

徒
歩
で
戦
う
熊
谷
父
子

徒
歩
で
戦
う
熊
谷
父
子

替
馬
で
奮
戦
す
る
熊
谷
父
子

敵
陣
へ
単
騎
攻
め
込
む
季
重

＊
二
度
之
駆

平
家
の
木
戸
口
を
攻
め
る
源
氏
勢

敵
陣
へ
突
入
す
る
河
原
兄
弟
　2

敵
陣
へ
突
入
す
る
河
原
兄
弟

＊
討
死
す
る
河
原
兄
弟

討
死
す
る
河
原
兄
弟

＊
討
死
す
る
河
原
兄
弟

討
死
す
る
河
原
兄
弟

景
高
を
先
頭
に
攻
込
む
梶
原
勢

景
高
を
先
頭
に
攻
込
む
梶
原
勢

長
男
を
捜
し
再
度
突
入
す
る
景
時

　2
長
男
を
捜
し
再
度
突
入
す
る
景
時

＊
崖
を
背
に
戦
う
梶
原
父
子
　2

崖
を
背
に
戦
う
梶
原
父
子

＊
崖
を
背
に
戦
う
梶
原
父
子

崖
を
背
に
戦
う
梶
原
父
子

坂
落

入
り
乱
れ
て
戦
う
両
軍

鵯
越
を
落
ち
た
鹿
を
射
る
平
家
軍
　2

鵯
越
を
落
ち
た
鹿
を
射
る
平
家
軍

鵯
越
を
落
ち
た
鹿
を
射
る
平
家
軍

鵯
越
を
落
ち
た
鹿
を
射
る
平
家
軍

馬
を
落
と
し
て
み
る
義
経

平
家
の
陣
と
鵯
越
を
下
る
義
経
軍

馬
を
落
と
し
て
み
る
義
経

馬
を
落
と
し
て
み
る
義
経

炎
上
す
る
陣
と
船
へ
逃
れ
る
平
家
軍

炎
上
す
る
陣
と
船
へ
逃
れ
る
平
家
軍

炎
上
す
る
陣
と
船
へ
逃
れ
る
平
家
軍

船
で
屋
島
へ
向
か
う
教
経
た
ち
　2

盛
俊
最
期

知
盛
に
一
の
谷
の
敗
戦
を
伝
え
る
　2

則
綱
を
助
け
休
息
す
る
盛
俊

則
綱
を
助
け
休
息
す
る
盛
俊

＊
則
綱
を
助
け
休
息
す
る
盛
俊

則
綱
を
助
け
休
息
す
る
盛
俊

盛
俊
の
首
を
取
る
則
綱

盛
俊
の
首
を
取
る
則
綱

＊
盛
俊
の
首
を
取
る
則
綱

＊
忠
度
最
期

腕
を
切
ら
れ
討
た
れ
る
忠
度

腕
を
切
ら
れ
討
た
れ
る
忠
度

＊
腕
を
切
ら
れ
討
た
れ
る
忠
度

＊
腕
を
切
ら
れ
討
た
れ
る
忠
度

腕
を
切
ら
れ
討
た
れ
る
忠
度

忠
度
の
残
し
た
歌
を
読
む
六
弥
太

忠
度
の
残
し
た
歌
を
読
む
六
弥
太

＊
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報
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新
出
の
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
つ
い
て　
　
　

山
本
陽
子

重
衡
生
捕

馬
を
射
ら
れ
た
重
衡
　2

馬
を
射
ら
れ
た
重
衡

＊
馬
を
射
ら
れ
た
重
衡

馬
を
射
ら
れ
た
重
衡

自
害
を
止
め
ら
れ
た
重
衡

自
害
を
止
め
ら
れ
た
重
衡

＊
自
害
を
止
め
ら
れ
た
重
衡

＊
敦
盛
最
期

若
武
者
を
呼
び
返
す
熊
谷
直
実
　2

若
武
者
を
呼
び
返
す
熊
谷
直
実

＊
若
武
者
を
呼
び
返
す
熊
谷
直
実

＊
若
武
者
を
呼
び
返
す
熊
谷
直
実

若
武
者
を
呼
び
返
す
熊
谷
直
実

若
武
者
の
悲
運
に
泣
く
直
実
　2

若
武
者
の
首
を
取
る
直
実

＊
浜
戦

業
盛
が
土
屋
重
行
に
討
た
れ
る

★
討
ち
死
に
す
る
平
家
の
武
者
達
　2

討
ち
死
に
す
る
平
家
の
武
者
達

父
を
助
け
て
討
死
す
る
知
章
　2

父
を
助
け
て
討
死
す
る
知
章

＊
父
を
助
け
て
討
死
す
る
知
章

父
を
助
け
て
討
死
す
る
知
章

船
に
逃
げ
延
び
た
知
盛
と
、
井
上
黒

船
に
逃
げ
延
び
た
知
盛
と
、
井
上
黒

＊
船
に
逃
げ
延
び
た
知
盛
と
、
井
上
黒

船
に
逃
げ
延
び
た
知
盛
と
、
井
上
黒

陸
に
上
が
っ
て
嘶
く
井
上
黒

知
章
の
死
を
聞
い
て
泣
く
宗
盛
た
ち

落
足

沈
む
船
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
師
盛

沈
む
船
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
師
盛

＊
沈
む
船
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
師
盛

沈
む
船
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
師
盛

沈
む
船
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
師
盛

源
氏
勢
に
討
た
れ
る
通
勢

　2
源
氏
勢
に
討
た
れ
る
通
勢

＊
海
上
を
さ
す
ら
う
平
家
一
門
の
船

海
上
を
さ
す
ら
う
平
家
一
門
の
船

小
宰
相

通
勢
の
死
を
聞
き
泣
く
小
宰
相

通
勢
の
死
を
聞
き
泣
く
小
宰
相

＊
通
勢
の
死
を
聞
き
泣
く
小
宰
相

入
水
す
る
小
宰
相

入
水
す
る
小
宰
相

＊
入
水
す
る
小
宰
相

入
水
す
る
小
宰
相

小
宰
相
の
死
体
を
引
き
上
げ
る
平
家

小
宰
相
の
死
体
を
引
き
上
げ
る
驚
く
平
家

＊
小
宰
相
を
水
葬
に
す
る
平
家
の
人
々

小
宰
相
と
通
勢
の
恋
文
の
話
　2

巻
十
　
章
段

林
原
美
術
館
蔵
　
絵
巻

明
暦
二
年
　
版
本

真
田
宝
物
館
蔵
　
絵
本

明
星
大
学
蔵
　
絵
本

根
津
美
術
館
蔵
　
扇
面
（
下
）

首
渡

維
盛
の
身
を
案
じ
る
北
の
方

首
を
都
大
路
を
渡
す
よ
う
求
め
る
源
氏

＊
首
を
都
大
路
を
渡
す
よ
う
求
め
る
源
氏

都
大
路
を
渡
さ
れ
る
平
家
軍
の
首

引
き
回
さ
れ
る
牛
車（
内
裏
女
房
①
か
）

維
盛
の
病
気
を
伝
え
る
斎
藤
兄
弟

維
盛
の
手
紙
を
読
む
妻
子

＊
維
盛
の
手
紙
を
読
む
妻
子

返
事
を
書
く
維
盛
の
妻
子
　2

妻
子
の
手
紙
に
涙
を
流
す
維
盛

妻
子
の
手
紙
を
受
取
る
維
盛

＊
内
裏
女
房

都
大
路
を
引
き
回
さ
れ
る
重
衡

都
大
路
を
引
き
回
さ
れ
る
重
衡

都
大
路
を
引
き
回
さ
れ
る
重
衡

重
衡
に
院
宣
を
伝
え
る
定
長

屋
島
へ
の
使
者
に
伝
言
す
る
重
衡

申
出
て
重
衡
の
話
相
手
を
す
る
知
時

　2
申
出
て
重
衡
の
話
相
手
を
す
る
知
時

重
衡
の
手
紙
を
読
む
内
裏
女
房
　2

重
衡
の
手
紙
を
読
む
内
裏
女
房

＊
女
房
と
の
対
面
の
許
し
を
乞
う
知
時

牛
車
と
門
外
で
待
つ
武
士
達

＊
訪
れ
た
女
房
と
語
り
合
う
重
衡
　2

訪
れ
た
女
房
と
語
り
合
う
重
衡
　

＊
訪
れ
た
女
房
と
語
り
合
う
重
衡

重
衡
を
訪
れ
る
内
裏
女
房

別
れ
を
惜
し
む
重
衡
と
女
房
　2

八
島
院
宣

院
宣
に
目
を
通
す
宗
盛

院
宣
を
聞
く
宗
盛

請
文

重
衡
の
助
命
を
訴
え
る
二
位
の
尼

重
衡
の
助
命
を
訴
え
る
二
位
の
尼

＊
重
衡
の
助
命
を
訴
え
る
二
位
の
尼

＊
重
衡
の
助
命
を
訴
え
る
二
位
の
尼

院
宣
を
聞
く
二
位
の
尼

重
衡
へ
の
手
紙
を
書
く
二
位
の
尼
　2

文
に
目
を
通
す
男

＊
請
文
を
読
む
後
白
河
法
皇

戒
文

法
然
と
の
対
面
を
願
う
重
衡
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二
〇
一
六
年

法
然
に
後
生
の
救
い
を
求
め
る
重
衡

法
然
に
後
生
の
救
い
を
求
め
る
重
衡

＊
法
然
に
後
生
の
救
い
を
求
め
る
重
衡

＊
法
然
に
後
生
の
救
い
を
求
め
る
重
衡

法
然
に
受
戒
の
礼
を
贈
る
重
衡
　2

海
道
下

鎌
倉
へ
と
護
送
さ
れ
る
重
衡
　2

護
送
の
輿

＊
鎌
倉
へ
と
護
送
さ
れ
る
重
衡

＊
重
衡
と
歌
を
取
り
交
わ
す
熊
野
の
娘

護
送
の
輿
と
街
道
の
女
達

街
道
を
下
る
重
衡
一
行

街
道
を
下
る
重
衡
一
行

千
手
前

重
衡
に
対
面
す
る
頼
朝

重
衡
に
対
面
す
る
頼
朝

＊
重
衡
に
対
面
す
る
頼
朝

重
衡
に
対
面
す
る
頼
朝

女
房
の
世
話
で
身
を
清
め
る
重
衡

女
房
の
世
話
で
身
を
清
め
る
重
衡

女
房
の
名
を
尋
ね
る
重
衡
　2

千
手
前
と
朗
詠
に
興
じ
る
重
衡

千
手
前
と
朗
詠
に
興
じ
る
重
衡

＊
千
手
前
と
朗
詠
に
興
じ
る
重
衡

千
手
前
と
朗
詠
に
興
じ
る
重
衡

千
手
前
と
朗
詠
に
興
じ
る
重
衡

千
手
前
を
ね
ぎ
ら
う
頼
朝

横
笛

屋
島
を
抜
け
出
す
維
盛
た
ち
　2

横
笛
を
追
い
返
さ
せ
る
滝
口
入
道
　2

横
笛
を
追
い
返
さ
せ
る
滝
口
入
道

＊
横
笛
を
追
い
返
さ
せ
る
滝
口
入
道

＊
横
笛
を
追
い
返
さ
せ
る
滝
口
入
道

横
笛
を
追
い
返
さ
せ
る
滝
口
入
道

高
野
山
へ
向
か
う
滝
口
入
道
　2

滝
口
入
道
へ
返
歌
を
し
た
た
め
る
横
笛

滝
口
入
道
と
合
掌
す
る
人
々

＊
滝
口
入
道
と
対
面
す
る
維
盛

高
野

滝
口
入
道
に
苦
衷
を
訴
え
る
維
盛

高
野
山
内
を
巡
拝
す
る
維
盛
一
行

高
野
山
内
を
巡
拝
す
る
維
盛
一
行

＊
高
野
山
内
を
巡
拝
す
る
維
盛
一
行

高
野
山
内
を
巡
拝
す
る
維
盛
一
行

維
盛
出
家

滝
口
入
道
の
修
行
を
見
守
る
維
盛

出
家
す
る
維
盛
主
従

出
家
す
る
維
盛
主
従

＊
出
家
す
る
維
盛
主
従

武
里
に
屋
島
へ
の
報
告
を
命
じ
る
維
盛

武
士
の
一
団
と
す
れ
違
う
維
盛
一
行

維
盛
一
行
に
畏
ま
る
武
士
の
一
団

＊
武
士
の
一
団
と
す
れ
違
う
維
盛
一
行

熊
野
参
詣

熊
野
本
宮
に
参
籠
す
る
維
盛
一
行

那
智
滝
の
維
盛
一
行
と
噂
す
る
僧
侶
達

那
智
滝
の
維
盛
一
行

＊
那
智
社
の
維
盛
一
行
と
噂
す
る
僧
侶

＊
那
智
滝
の
維
盛
一
行
と
噂
す
る
僧
侶
達

維
盛
入
水

島
の
松
に
名
を
書
き
付
け
る
維
盛

島
の
松
に
名
を
書
き
付
け
る
維
盛

入
水
の
た
め
沖
に
漕
出
す
維
盛
一
行

＊
入
水
す
る
維
盛

入
水
す
る
維
盛

＊
入
水
す
る
維
盛

三
日
平
氏

帰
途
に
つ
く
滝
口
入
道
と
武
里
　2

御
輿
と
武
士
た
ち（
大
嘗
会
沙
汰
①
か
）

武
里
の
報
告
を
聞
く
屋
島
の
平
家
一
門
　2

奥
の
院
の
維
盛
一
行

＊
（
高
野
②
か
）

武
里
の
報
告
を
聞
く
屋
島
の
平
家
一
門

崇
徳
上
皇
の
霊
を
鎮
め
る
神
社
建
立

奥
の
院
参
拝
の
一
行

＊
（
高
野
②
か
）

頼
盛
の
鎌
倉
下
向
の
伴
を
断
る
宗
清

宗
清
の
不
参
を
残
念
が
る
頼
朝

頼
朝
邸
門
前

＊
頼
朝
は
頼
盛
へ
引
出
物
を
贈
る

頼
朝
は
頼
盛
へ
引
出
物
を
贈
る

＊
頼
朝
は
頼
盛
へ
引
出
物
を
贈
る

頼
朝
は
頼
盛
へ
引
出
物
を
贈
る

源
氏
と
戦
い
敗
れ
る
伊
賀
・
伊
勢
の
兵

藤
戸

維
盛
の
入
水
を
聞
く
妻
子
た
ち

維
盛
の
入
水
を
聞
く
妻
子
た
ち

＊
維
盛
の
入
水
を
聞
く
妻
子
た
ち

平
家
の
行
末
を
案
じ
る
女
人
た
ち

後
鳥
羽
天
皇
の
即
位
礼

月
夜
に
都
を
恋
い
歌
を
詠
む
行
盛

海
を
渡
れ
ぬ
源
氏
を
挑
発
す
る
平
家
軍

海
を
渡
れ
ぬ
源
氏
を
挑
発
す
る
平
家
軍

海
を
渡
れ
ぬ
源
氏
を
挑
発
す
る
平
家
軍

眠
る
源
氏
軍

＊
漁
夫
か
ら
浅
瀬
を
聞
き
出
す
盛
綱

　2
漁
夫
か
ら
浅
瀬
を
聞
き
出
す
盛
綱

＊
漁
夫
か
ら
浅
瀬
を
聞
き
出
す
盛
綱

＊
漁
夫
か
ら
浅
瀬
を
聞
き
出
す
盛
綱

漁
夫
か
ら
浅
瀬
を
聞
き
出
す
盛
綱
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共
同
研
究
報
告　

新
出
の
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
つ
い
て　
　
　

山
本
陽
子

海
に
馬
を
乗
り
入
れ
る
盛
綱

海
に
馬
を
乗
り
入
れ
る
盛
綱

馬
で
押
し
渡
っ
て
戦
う
源
氏
と
平
家
軍

馬
で
押
し
渡
っ
て
戦
う
源
氏
と
平
家
軍

屋
島
へ
退
却
す
る
平
家
軍
　2

大
嘗
会
之
沙
汰

御
禊
行
幸
の
行
列
　2

文
を
読
む
公
卿
と
尼
君

＊
（
藤
戸
②
か
）

遊
び
呆
け
る
範
頼
た
ち

屋
内
の
公
卿
た
ち

＊
（
藤
戸
④
か
）

巻
十
一
　
章
段

林
原
美
術
館
蔵
　
絵
巻

明
暦
二
年
　
版
本

真
田
宝
物
館
蔵
　
絵
本

明
星
大
学
蔵
　
絵
本

根
津
美
術
館
蔵
　
扇
面
（
下
）

逆
櫓

平
家
追
討
の
院
宣
を
受
け
る
義
経
　2

平
家
追
討
の
院
宣
を
受
け
る
義
経

行
末
を
嘆
く
平
家
一
門

梶
原
景
時
と
争
論
す
る
義
経

梶
原
景
時
と
争
論
す
る
義
経

＊
梶
原
景
時
と
争
論
す
る
義
経

＊
梶
原
景
時
と
争
論
す
る
義
経

強
風
に
船
出
さ
せ
る
義
経
軍

強
風
に
船
出
さ
せ
る
義
経
軍

＊
強
風
に
船
出
さ
せ
る
義
経
軍

篝
火
で
先
導
す
る
義
経
の
船

勝
浦
合
戦

上
陸
す
る
義
経
軍

親
家
を
引
見
す
る
義
経

親
家
を
引
見
す
る
義
経

能
遠
の
城
を
攻
め
る
義
経
勢
　2

能
遠
の
城
を
攻
め
る
義
経
勢

能
遠
の
城
を
攻
め
る
義
経
勢

勝
利
を
喜
ぶ
義
経
勢

大
坂
越

屋
島
へ
と
急
ぐ
義
経
軍
　2

平
家
へ
の
使
者
を
捕
え
る
義
経
勢

平
家
へ
の
使
者
を
捕
え
る
義
経
勢

平
家
へ
の
使
者
を
捕
え
る
義
経
勢

屋
島
を
急
襲
す
る
義
経
軍

　4
屋
島
を
急
襲
す
る
義
経
軍

屋
島
を
急
襲
す
る
義
経
軍

屋
島
を
急
襲
す
る
義
経
軍

次
々
に
名
乗
り
を
挙
げ
る
義
経
軍

次
々
に
名
乗
り
を
挙
げ
る
義
経
軍

嗣
信
最
期

舌
戦
の
末
に
射
ら
れ
る
盛
嗣
　2

舌
戦
の
末
に
射
ら
れ
る
盛
嗣

＊
教
経
に
射
落
さ
れ
る
嗣
信
　2

教
経
に
射
落
さ
れ
る
嗣
信

＊
教
経
に
射
落
さ
れ
る
嗣
信

教
経
に
射
落
さ
れ
る
嗣
信

嗣
信
の
死
に
泣
く
義
経

嗣
信
の
菩
提
を
弔
わ
せ
る
義
経

嗣
信
の
菩
提
を
弔
わ
せ
る
義
経

＊
那
須
与
一

那
須
与
一
に
扇
を
射
る
よ
う
命
じ
る
義
経

扇
を
射
る
那
須
与
一

扇
を
射
る
那
須
与
一

扇
を
射
る
那
須
与
一

扇
を
射
る
那
須
与
一

扇
を
射
る
那
須
与
一

弓
流

平
家
の
武
者
を
射
倒
す
与
一

上
陸
し
て
攻
め
る
景
清
た
ち
平
家
勢

美
尾
屋
十
郎
の
錣
を
ち
ぎ
っ
た
景
清

美
尾
屋
十
郎
の
錣
を
ち
ぎ
る
景
清

＊
美
尾
屋
十
郎
の
錣
を
ち
ぎ
っ
た
景
清

美
尾
屋
十
郎
の
錣
を
ち
ぎ
っ
た
景
清

弓
を
拾
う
義
経
を
め
ぐ
り
戦
う
両
軍

弓
を
拾
う
義
経
を
め
ぐ
り
戦
う
両
軍

弓
を
拾
う
義
経
を
め
ぐ
り
戦
う
両
軍

弓
を
拾
う
義
経
を
め
ぐ
り
戦
う
両
軍

弓
を
拾
う
義
経
を
め
ぐ
り
戦
う
両
軍

眠
る
源
氏
軍
と
敵
を
見
張
る
義
経

志
度
合
戦

志
度
浦
に
漕
ぎ
寄
せ
か
け
る
平
家
軍

　2
教
能
に
平
家
が
負
け
た
と
謀
る
義
盛
　2

教
能
に
平
家
が
負
け
た
と
謀
る
義
盛

＊
教
能
に
平
家
が
負
け
た
と
謀
る
義
盛

＊
教
能
に
平
家
が
負
け
た
と
謀
る
義
盛

教
能
に
平
家
が
負
け
た
と
謀
る
義
盛

教
能
に
降
伏
を
勧
め
る
義
盛
　2

降
伏
し
た
教
能
を
連
れ
帰
る
義
盛

＊
　

遅
れ
て
屋
島
に
到
着
し
た
梶
原
勢

法
皇
に
瑞
兆
を
報
告
す
る
神
主

壇
浦
合
戦

範
頼
軍
に
合
流
す
る
義
経
軍

闘
鶏
で
進
退
を
占
う
別
当
湛
増

闘
鶏
で
進
退
を
占
う
別
当
湛
増

＊
闘
鶏
で
進
退
を
占
う
別
当
湛
増

＊
源
氏
軍
に
漕
ぎ
寄
せ
る
湛
増
軍

義
経
と
景
時
の
同
士
討
を
止
め
る
源
氏

義
経
と
景
時
の
同
士
討
を
止
め
る

＊
義
経
と
景
時
の
同
士
討
を
止
め
る
源
氏

義
経
と
景
時
の
同
士
討
を
止
め
る
源
氏

巧
み
に
戦
う
梶
原
景
時
勢
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
四
号　

二
〇
一
六
年

遠
矢

平
家
軍
に
下
知
す
る
知
盛

陸
地
で
向
い
合
い
弓
を
射
る
軍（
？
）

重
能
に
問
い
た
だ
す
宗
盛

重
能
を
討
つ
べ
き
だ
と
い
う
知
盛

い
っ
せ
い
に
矢
を
射
か
け
る
平
家
軍

船
上
で
矢
を
射
か
け
る
軍
勢

＊
平
家
に
矢
を
射
返
す
よ
う
招
く
義
盛

入
り
乱
れ
て
戦
う
両
軍

＊
義
盛
の
矢
を
射
返
す
親
清

仁
井
紀
四
郎
を
射
返
す
浅
利
与
一
　3

仁
井
紀
四
郎
を
射
返
す
浅
利
与
一

仁
井
紀
四
郎
を
射
返
す
浅
利
与
一

源
氏
軍
に
舞
い
降
り
る
白
旗

源
氏
軍
に
舞
い
降
り
る
白
旗

先
帝
御
入
水

海
豚
の
大
群
の
吉
凶
を
占
う
平
家
軍
　2

女
房
達
に
敗
戦
を
告
げ
る
知
盛

帝
と
と
も
に
入
水
す
る
二
位
の
尼

帝
と
と
も
に
入
水
す
る
二
位
の
尼

＊
帝
と
と
も
に
入
水
す
る
二
位
の
尼

＊
帝
と
と
も
に
入
水
す
る
二
位
の
尼

能
登
殿
最
期

海
か
ら
引
上
げ
ら
れ
る
建
礼
門
院

引
上
げ
ら
れ
る
建
礼
門
院
と
泳
ぐ
宗
盛
父
子

内
侍
所
の
唐
櫃
を
開
け
か
け
る
源
氏
軍

内
侍
所
の
唐
櫃
を
開
け
か
け
る
源
氏

＊
引
き
上
げ
ら
れ
る
宗
盛
父
子
　2

引
き
上
げ
ら
れ
る
宗
盛
父
子

乳
母
子
の
景
経
の
最
期
を
見
る
宗
盛

教
経
に
追
わ
れ
て
跳
ん
で
逃
げ
る
義
経

教
経
に
追
わ
れ
跳
ん
で
逃
げ
る
義
経

＊
教
経
に
追
わ
れ
て
跳
ん
で
逃
げ
る
義
経

実
光
兄
弟
を
道
連
れ
に
入
水
す
る
教
経

実
光
兄
弟
を
道
連
れ
に
入
水
の
教
経

＊
実
光
兄
弟
を
道
連
に
入
水
す
る
教
経

＊
実
光
兄
弟
を
道
連
れ
に
入
水
す
る
教
経

実
光
兄
弟
を
道
連
れ
に
入
水
す
る
教
経

内
侍
所
都
入

平
家
軍
と
散
ら
ば
る
赤
旗

平
家
軍
と
散
ら
ば
る
赤
旗

平
家
の
滅
亡
を
奏
上
す
る
広
嗣

剃
髪
す
る
三
人（
維
盛
出
家
②
）

＊
京
に
護
送
さ
れ
る
平
家
の
男
女

　2
修
行
者
と
侍
達（
維
盛
出
家
④
）

＊
神
器
を
迎
え
に
鳥
羽
に
向
か
う
人
々

僧
達
と
通
行
人（
熊
野
参
詣
①
）

＊
社
殿
を
拝
む
修
行
者
達（
熊
野
参
詣
①
）

＊
都
に
戻
さ
れ
た
神
器

＊
一
門
大
路
被
渡

二
宮
奉
迎
の
牛
車
を
見
送
る
女
院

都
大
路
を
引
き
回
さ
れ
る
宗
盛
た
ち

都
大
路
を
引
き
回
さ
れ
る
宗
盛
た
ち

都
大
路
を
引
き
回
さ
れ
る
宗
盛
た
ち

都
大
路
を
引
き
回
さ
れ
る
宗
盛
た
ち

眠
る
清
宗
に
着
物
を
掛
け
る
宗
盛

平
大
納
言
文
之
沙
汰

文
箱
の
処
遇
を
時
実
に
相
談
す
る
時
忠

文
箱
の
処
遇
を
時
実
に
尋
ね
る
時
忠

＊
文
箱
を
時
忠
の
娘
に
返
す
義
経
　2

文
箱
を
時
忠
の
娘
に
返
す
義
経

＊
文
箱
を
時
忠
の
娘
に
返
す
義
経

義
経
の
所
業
に
激
怒
す
る
頼
朝

副
将
被
斬

副
将
を
抱
い
て
泣
く
宗
盛

副
将
を
抱
い
て
泣
く
宗
盛

＊
副
将
を
抱
い
て
泣
く
宗
盛

副
将
を
抱
い
て
泣
く
宗
盛

副
将
を
見
送
る
宗
盛
父
子

副
将
に
斬
り
か
か
る
兵
士
達
　2

副
将
の
首
を
斬
る
兵
士
達
　2

副
将
の
首
を
斬
る
兵
士
達

＊
副
将
の
首
を
斬
る
兵
士
達

＊
副
将
の
首
を
斬
る
兵
士
達

副
将
の
首
を
抱
い
て
入
水
し
た
女
房
達

腰
越

鎌
倉
へ
護
送
さ
れ
る
宗
盛
父
子
と
義
経

鎌
倉
へ
護
送
さ
れ
る
宗
盛
父
子
と
義
経

頼
朝
に
讒
言
す
る
景
時
と
集
ま
る
兵
士

頼
朝
に
讒
言
す
る
景
時

＊
金
洗
沢
の
関
か
ら
追
い
返
さ
れ
る
義
経

申
し
開
き
の
状
を
書
か
せ
る
義
経

申
し
開
き
の
状
を
書
か
せ
る
義
経

＊
申
し
開
き
の
状
を
書
く
義
経

＊
大
臣
殿
誅
罰

噂
す
る
武
士
達

＊
頼
朝
の
口
上
を
畏
ま
っ
て
承
る
宗
盛

頼
朝
の
口
上
を
畏
ま
っ
て
承
る
宗
盛

＊
頼
朝
と
の
対
面
を
待
つ
宗
盛
父
子

頼
朝
の
口
上
を
畏
ま
っ
て
承
る
宗
盛

都
に
護
送
さ
れ
る
宗
盛
父
子

宗
盛
に
引
導
を
渡
す
僧

＊
首
を
討
た
れ
る
宗
盛

首
を
討
た
れ
る
宗
盛

＊
首
を
討
た
れ
る
宗
盛
父
子

＊
父
の
最
期
を
尋
ね
る
清
宗
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共
同
研
究
報
告　

新
出
の
明
星
大
学
本
『
平
家
物
語
』
絵
本
巻
一
に
つ
い
て　
　
　

山
本
陽
子

晒
さ
れ
た
宗
盛
父
子
の
首

巻
十
二
　
章
段

林
原
美
術
館
蔵
　
絵
巻

明
暦
二
年
　
版
本

真
田
宝
物
館
蔵
　
絵
本

明
星
大
学
蔵
　
絵
本
（
巻
十
二
な
し
）

根
津
美
術
館
蔵
　
扇
面
（
下
）

重
衡
被
斬

奈
良
へ
送
ら
れ
る
重
衡

＊
奈
良
へ
送
ら
れ
る
重
衡

＊
北
の
方
と
対
面
す
る
重
衡

北
の
方
と
対
面
す
る
重
衡

＊
髪
を
形
見
に
北
の
方
に
渡
す
重
衡

北
の
方
と
別
れ
る
重
衡

奈
良
の
大
衆
に
引
渡
さ
れ
る
重
衡
　2

斬
首
さ
れ
る
重
衡

斬
首
さ
れ
る
重
衡

＊
斬
首
さ
れ
る
重
衡

＊
泣
き
悲
し
む
尼
僧
達（
長
谷
六
代
④
か
）

大
地
震

大
地
震
に
逃
げ
ま
ど
う
人
々

大
地
震
に
逃
げ
ま
ど
う
人
々

＊
御
所
へ
還
御
す
る
法
皇
の
一
行
　4

御
所
へ
還
御
す
る
法
皇
の
一
行

＊
御
所
へ
還
御
す
る
法
皇
の
一
行

紺
搔
沙
汰

義
朝
の
髑
髏
を
捧
げ
鎌
倉
下
向
の
文
覚

義
朝
の
髑
髏
を
受
け
取
る
頼
朝
　2

義
朝
の
髑
髏
を
受
け
取
る
頼
朝

義
朝
の
墓
に
贈
官
を
告
げ
る
勅
使

平
大
納
言
被
流

建
礼
門
院
に
別
れ
を
告
げ
る
時
忠

妻
子
と
名
残
を
惜
し
む
時
忠

妻
子
と
名
残
を
惜
し
む
時
忠

妻
子
と
名
残
を
惜
し
む
時
忠

配
所
へ
護
送
さ
れ
る
時
忠

土
佐
房
被
斬

義
経
討
取
を
下
知
す
る
頼
朝

土
佐
房
を
連
れ
て
行
く
弁
慶

義
経
に
起
請
文
を
書
く
土
佐
房

義
経
に
起
請
文
を
書
く
土
佐
房

＊
義
経
の
夜
襲
を
か
け
る
土
佐
房

　2
土
佐
房
勢
を
討
破
る
義
経
主
従

土
佐
房
勢
を
討
破
る
義
経
主
従

＊
義
経
の
前
に
引
出
さ
れ
た
土
佐
房
　2

義
経
の
前
に
引
出
さ
れ
た
土
佐
房

＊
判
官
都
落

範
頼
に
義
経
追
討
を
命
じ
る
頼
朝

緒
方
三
郎
に
助
勢
を
頼
む
義
経
　2

九
州
に
下
向
す
る
義
経
勢
　3

義
経
勢
に
攻
め
か
か
る
太
田
勢

＊
九
州
に
下
向
す
る
義
経
勢

九
州
に
下
向
す
る
義
経
勢
の
船

義
経
勢
に
攻
め
か
か
る
太
田
勢
　2

九
州
に
下
向
す
る
義
経
勢

＊
義
経
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
女
房
達
　1

義
経
追
討
の
院
宣
を
願
出
る
北
条
時
政

吉
田
大
納
言
沙
汰

頼
朝
の
申
請
を
検
討
す
る
法
皇
た
ち

六
代

次
々
に
捕
え
ら
れ
る
平
家
の
子
孫
達
　2

六
代
の
隠
れ
家
を
見
つ
け
た
時
政
勢
　2

六
代
の
隠
れ
家
を
見
つ
け
た
時
政
勢

＊
六
代
の
隠
れ
家
を
見
つ
け
た
時
政
勢

＊
六
代
の
隠
れ
家
を
見
つ
け
た
時
政
勢

僧
坊
の
六
代
を
取
り
囲
む
時
政
た
ち

六
代
を
連
行
す
る
時
政
の
一
行
　2

六
代
を
連
行
す
る
時
政
の
一
行

＊
六
代
を
連
行
す
る
時
政
の
一
行

六
代
に
返
事
を
書
く
母
君

文
覚
に
六
代
の
助
命
を
頼
む
乳
母

波
打
際
の
僧
た
ち（
六
代
被
斬
②
）

＊
文
覚
に
六
代
の
助
命
を
頼
む
乳
母

＊
泣
く
親
子
達（
長
谷
六
代
③
の
錯
簡
か
）

護
送
の
輿（
六
代
被
斬
③
か
）

＊
時
政
に
六
代
の
命
乞
い
す
る
文
覚
　2

六
代
の
身
を
案
じ
る
母
君
た
ち

東
海
道
を
下
る
輿

＊
六
代
の
身
を
案
じ
る
母
君
た
ち

＊
斬
首
の
場
に
引
き
出
さ
れ
る
六
代
　2

斬
首
の
場
に
引
き
出
さ
れ
る
六
代

＊
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斬
首
を
止
め
る
使
者
の
僧
　2

斬
首
を
止
め
る
使
者
の
僧

＊
頼
朝
の
書
状
を
読
む
時
政

長
谷
六
代

仔
細
を
語
る
文
覚
　2

大
覚
寺
に
た
ど
り
着
い
た
六
代

泣
く
女
房
達（
六
代
⑦
と
の
錯
簡
か
）

戻
っ
た
六
代
と
再
会
す
る
母
君
た
ち

＊
長
谷
寺
で
六
代
と
再
会
す
る
母

合
掌
す
る
尼（
重
衡
被
斬
⑥
の
錯
簡
か
）

六
代
被
斬

島
を
見
て
泣
く
六
代（
六
代
被
斬
②
か
）

旅
に
出
る
六
代
　2（
六
代
被
斬
①
か
）

捕
ら
わ
れ
た
文
覚

山
を
下
る
六
代
の
輿（
長
谷
六
代
①
）

＊
鎌
倉
へ
送
ら
れ
る
六
代

＊
首
を
斬
ら
れ
る
六
代

六
代
と
再
会
す
る
母（
長
谷
六
代
③
）

＊
女
院
御
出
家

東
山
の
僧
坊
で
泣
く
建
礼
門
院

泣
く
僧
と
公
卿
達（
小
原
御
幸
④
か
）

出
家
す
る
女
院

＊
出
家
す
る
女
院

＊
出
家
す
る
女
院

涙
す
る
尼
姿
の
建
礼
門
院

合
掌
す
る
二
人
の
尼

＊
懐
旧
の
歌
を
し
た
た
め
る
女
院

女
院
を
慰
め
に
訪
れ
る
女
性
た
ち

小
原
入
御

小
原
の
里
に
移
る
女
院
　2

念
仏
を
唱
え
る
女
院
た
ち

＊
物
音
に
人
の
訪
れ
を
思
う
女
院

小
原
御
幸

小
原
に
御
幸
す
る
法
皇

小
原
に
御
幸
す
る
法
皇

＊
小
原
に
御
幸
す
る
法
皇

寂
光
院
の
庭
を
眺
め
る
法
皇
　2

法
皇
と
語
り
合
う
阿
波
の
内
侍

法
皇
と
語
り
合
う
阿
波
の
内
侍

＊
女
院
を
待
つ
法
皇（
小
原
御
幸
⑤
か
）

女
院
を
待
つ
法
皇

＊
女
院
を
待
つ
法
皇

女
院
と
語
る
法
皇（
六
道
之
沙
汰
①
か
）

六
道
之
沙
汰

女
院
と
語
る
法
皇

女
院
と
語
る
法
皇

＊
女
院
御
往
生

法
皇
を
送
る
女
院
　

2
三
人
の
尼

＊
臨
終
を
迎
え
る
女
院

臨
終
の
女
院
と
阿
弥
陀
の
来
迎

＊
臨
終
の
女
院
と
阿
弥
陀
の
来
迎

＊




